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一 1914年 の フ ラ ン ス に おけ る通貨流通

景気循環 お よび地域 との 関連 にお い て
（1）

中 川 洋一 郎

は じめ に

　19世紀末 ご ろ提出さ れ た 各国通 貨 ス トッ ク （預 金 通 貨

を除 ⇔ の 諸推計 は，い ず れ も当 時の 世界の 通貨流通 に

お け るフ ラン ス の 地位 を雄弁 に物語 っ て い る．例えば ，

各国通貨当局の 公 式 発 表 を基礎 とす るア メ リカ財務省 の

推計
〔z）

で は，フ ラ ン ス は1882年 度 に約45億 F （フ ラ ン ）あ

金 を保有 して い た が ，こ れ は 同 推計に よるか ぎり，全 ヨ

ー
ロ ッ パ 保 有金 （131億 F ）の 約35％，全世界保有金 （174

億 F ）の 約26％ に も当 っ て い た．また ，フ ラ ン ス 保有の 銀

（約 3臆 F ＞は，ヨ ーロ ッ
パ 全 体 （66億 F ）の 約 47％ ，

世 界全体 （136億 F ）の 約 23％ に もの ぼ る と推定 さ れ て い

た．銀 行券の 発行 高 （27億 F ）も非 常 に 高 く，フ ラ ン ス を

．ヒ回 る の は，ア メ リカ合衆国 （40億 F ） とロ シ ア （32億

F ）だ け で あ り，全世界の 13％強の 銀行券が フ ラ ン ス で

流通 して い た こ とに な る．

　そ の
一

方で，預 金通貨 （銀行 に お け る要 求 払 預 金）は，

イ ギ リス と比べ て 大きく遅れ て い た．1910年 の フ ラン ス

の 預 金 通 貨 高 （104億 F ＞
〔3）

は，35年 前 （1875年）の イギ

リス の 預 金通貨高（4 億 900万 ポ ン ドc− 』103億 1．500万 F ）

とほ ぼ 同 じ水 準 に しか す ぎ なか っ た の で あ る．

　 本稿 は か か る 特 徴 （巨額 の 現 金通貨保有
・
預金 通 貨 の

遅 れ ）をもつ 第
一次 大 戦 前 の フ ラ ン ス の 通貨構造 （特 に

1890年代に お け る構 造 変 化〉を ， 景気 変動 との 関 連 の も

と に ，経済活動 の 地 理 的分 布 とい う空間的視角 を導 入す

る こ とに よ っ て分 析す るこ と を課題 と して い る C5）．

（1） 本 稿 は 筆 者 が 1981年 11月 に パ リ（1）大学に 提出し

　た 学位 （Doctorat　 de　 3　e　 cycle ）請 求 論 文 La
　 iCirCttlation　卿 0 雇 如齠 　dans　 les　 dOPartements

　francais　 des 砌 漉 s　 187021914 の
…．−a−Bを要 約

　 した もの で ある．本稿 を なす に 当 っ て は，で き る 限

　 り論旨の 改善 に 努め たが，その
一一’

方で は，紙 幅の 制

　限 か ら，原文 に 盛 られ た 統計表 の ほ とん どすべ て を

　割愛せ ざ る を得 な か っ た ，なお，厳 し くも適 切 な助

　言 を も っ て 筆者を大局的な 見地 か ら導い て くだ さ っ

　た 指 導教官Jean　 BOUVIER 教授 に こ の 場 を借 りて

　御礼 を 申し上げた い ．
（2｝ Bulletin　de　Statistique　 et 　de　L塑 露婉 ガo η

　Co　mpa 　rel　e．　 T ，15，1884，　pp．114−115． （以 下，誌

　名をB．S．　 L．　 C．と略 〉

（3） Statistiques　et　Etudes　F勿翻 ‘館解 s．　suppl6ment

　No ．175，　juillet　 1963，　 p．1004．

（4） CAMERON ，　 R ．，　 ed ．，β鯢 伽 g 　 in　 the　 E2irly

　Stages　 Of　 Jndustn
’
ali2ation ，　 New 　Y ・rk ，1967，　P，

　42．　 （邦 訳，正 田 健
一・郎訳 『産業 革命 と銀行業］ 日

　本評論社刊，1973年 ， 55頁 ）

〔5） こ の 時 期 の 通貨 問 題 に 関 して は ，フ ラ ン ス 社会経

　済史の 総括HtStoire　Economique　 et　Sociale　 de 如

　France，8vol ．　（以 下，　 H ．　 E 　 S．　 F．と略 ）所 収

　 の 二 つ の 研 究 が 最 新 の 成 果 で ある．LEVY ・LEBO

　YER ，　 M ．　
ttLe

　 cr6dit 　 et　 la　 monnaie ．．．
”
，　 T ，

　 3 ，1e 「
vol ．，1976，　 pp．347−429： BOUVIER ，　 J．，

　
tcL ’

extension 　des　r6seaux 　de　circulation 　de

　 la　monnaie 　et　de　 1’epargne，，．”，　T ，4，　 Ier　voL ，

　 1979，pp，161−198．日本の 学 界 に 眼 を転 じる と，吉

　岡 昭 彦 氏 は，土 地 制 度 史 学会 創 立 30周 年 記 念 大会

　　（1978年）に お い て報告 され ， 「帝国主義世界市場 を

　…各 国 資本 主 義 の 不 均 等 発 展，そ れ ら の 敵対 と依 存

　 とい う矛盾 に み ち た総 体 と して 把 握す る こ と」をめ

　 ざす とい う立 場 か ら，英 ・仏 ・独 ・米 の 各 国 の 「再

　 生産 ＝信用構造」 を包括 的 に分 析 した うえで ，フ ラ

　 ン ス につ い て は ，
巨 額 の 金 保 有高 に 注 目 して，「ポ ン

　 ド体制の 『最 大 の 補 完要 因』」とい う規定 を提 出 され

　 た （土 地制 度史学会編 『資本 と土地 所有』農 林 統 計

　 協 会刊，1979年 ， 所収 ｝．一・
方，吉岡氏 の か か る総 括

　 的 見解 に対 して は，フ ラ ン ス 史研 究 の 立場 か ら権上

　 康 男 氏 が 1司大 会報 告 （前 掲 書所収） に お い て フ ラ ン

　 ス 銀行 の 「高正 貨準備」を正 面 か ら爼上 に載せ ，フ

　 ラ ン ス 金 融構 造 全 体 との 関連 の もと，その 「対 内的

　 意 義」 を分 析 さ れ た （「19世 紀 末 ・20世紀初頭 に お け

　 るフ ラ ン ス の 通 貨 ・信 用 構造 と フ ラ ン ス 銀 行 の 『高

　 正 貨準備』」『エ コ ノ ミア 』第6ら号，1979年 7 月）．権

　 上 氏 は ， 吉 岡 氏 の 問題 提 起 に 対 して，主 に金 融 ・信

　 用 構造 と い う視 角 か ら精 緻 な議論を展開 され ， 日本

　 に お け る フ ラ ン ス 金融史研究を大 き く前進 させ た が，

　 本稿 は 「地 方 の 通 貨 流 通の 統計的分 析1 とい う別 の

　 視 角か ら第
一

次大戦前の フ ラ ン ス の 通 貨構 造 の 特質

　 を解 明 す る こ とに よ っ て，吉岡 氏 の 問 題 提 起 に 接 近

　 し よ うとする 試み と い え よ う．

1　 問題 の 所在

1　通貨 ス トッ クの 諸推計
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土 地 制 度 史 学 第 99 号

　 1914年以 前 の フ ラン ス の 金属通 貨 ス トッ クの推 計 には ，

ア ル フ レ ッ ド ・ド・フ ォ
ーヴ ィ ル Alfred　 de　 FOV 互LLE

とル ネ ・ピ ュ パ ン Ren6　 PUPIN に よ っ て 提起 され た二 つ

の 方法が あ る．ドゥ ニ ュ ッ クJules　DENUC は 後 に これ ら

の 二 つ の 方法 を修正 し， 年 毎の 二 系 列 の データ を提 出 し

た．

　著名な統計学者で あ るフ ォ
ーヴ ィル 〈1842− 1913）は ，

い くつ か の 非常 に オ リジ ナル な統計学上の 方法を考案 し

て い る．そ の うち最 も有名な もの は ，

一
年度中に 相 続 さ

れ た 財産 に 平均撹代存続年数 をか け て
一

国の 富 （民間部

門）を推 計 す る方 法 で あ ろ う（1）。彼 は 大蔵 省に お け るポ ス

ト 〔統計 ・比 較立 法局長）の お か げ で ，独 創的な もうひ

とつ の 方法 を 実行 に 移 す こ とが で きた ．それ が通 貨 ス ト

ッ ク推計の た め の 「人 口 学的方法」methode 　d6mographi・

queで あ る
（2）．フ ォ

ー
ヴィ ル に よる と．一国の 通貨ス トッ

ク の 推計に 際 して は ， 貴金属 輸 出入 に 関する税関統計 を

用 い る通常 の 方法 は有効 で は ない ．なぜ なら，税関統計

に は さ ま ざ まの 不 正 （偽 の 申告 ）や 脱 落 （旅 行 者が携帯

す る 通貨）が あ る た め，税 関自体 が そ の 統計 を信 用 しな

い よ う勧めて い る か らで あ る
（3｝．従 っ て，正 確 な推計の た

め に は ， 税 関統計に 全 く依 拠 しな い 別 の 方法 を用 い な け

れ ば な らな い ．

　 フ ォ
ーヴ ．1 ル の 方 法 は

，
1878年 か ら1909年 に か け て ほ

ぼ 6年 毎 に 6 回繰 り返 して実施 され た大 蔵 省に よ る通 貨

流通 調 査 （以 下，鶸 査 』 と 略 ）En4ueAtes　 sur 忽 circu−

lation形 伽 伽 磁 et　fiducinire｛4i
に 基づ い て い る。大蔵

省管轄 下 の 2万 以 上 の eaisses ρ幼 吻 欝 s（級税 事 務 所，税

関，郵 便 局 な ど ） とフ ラ ン ス 銀 行 ・大預 金銀 行 （こ れ ら

の 銀行 は 1891年の 『調査』 か ら参 加）に お い て収集 さ れ

た 金 貨 （1  F と20F ） と銀 貨 （5F ） は 國籍 溺 ・発行 年

別 に 欒計 され た ：収集 され た 鋳貨数 の 当該発 行年度の 全

鋳造数 に 対す る比率 を各 発行年度毎に算出 して，それ ら

を結 んで グ ラ フ を描 き，異なる 『調査』 の グ ラ フ 閥で 比

較を行 うと，（総集計数の 差異 に よ る グ ラ フ 全体 の 高低 は

あ る とは い え）そ こ に は 「驚 〈べ き平 行 線 」 （フ ォ
ーヴ ィ

ル ）が 瑳わ れ る．収集数／鋳造数の 比 率 を各年度毎 に 結

ん だ 各 『調 査 』 の グ ラ フ が 平 行 線 とな る とい うこ とは，

  母集団 ｛残存す る鋳貨総 体）が よ く混 合 され て い る こ

と，  直接サ ン プ リン グ と もい うべ きこ の 躙 査』 に よ

っ て得 られ た 標 本 （収集鋳貨）が 母集団をよ く代表 す る

こ と ， 従 っ て   ど の 発 行年度をと っ て も，駅集鋳貨 概

知 数 ）は 残存 す る鋳貨 （未 知 数 〉の 一定 の 比 率 （す べ て

の 発行 年 度 に 共 通 ） を灘 わ す こ と に な る．そ こ で フ A 一

ヴ ィ ル は，最近 の 発行年度の 鋳貨は まだ その 総 数が 残存

す る （っ ま り，改鋳 ・廃棄 な どで 消 滅 して い な い ）と仮

定 し，その 収 集数／鋳造 数の 比率 は 古 い 年 代 の 鋳貨に つ

い て も適 用 で き る と 考 え た ，か か る 手 続 を もっ て 1
フ ォ

ー
ヴ ィ ル は 『調査』が 実施 され た 年 の 金属通貨 ス トッ ク

を推計 した
（5 ＞．彼 の 推計値は 第 1 表第 II列に 示 され て い る．

　
一

方，フ ォ
ーヴ g ル の 推 計値 は 7 ラ ン ス の ス トッ ク を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ナ ヲ

過 少 評価 して い る と考 え た ピ ュ パ ン は，通貨の い わ ば「出
リ テ　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 　 　　 　　 モ ル ヲ

’jテ

生率」｛鋳造〉と 「死 亡率」（改鋳・消失）に 基づ く別の

方法を擾起 した、6 躍繰 り返 さ れ た 『調査曇 に お い て，

  集計総 数 に 対す る外国鋳貨の 比率が ほ とん ど不 変 で あ

るか ら ， 鋳貨 （地 金 は 含 まれ な い ）の 輸出入 は均衡 して

お り，一国の 総鋳貨 ス トッ クに 影 響 を及 ぼ さ な い ，また ，

  年 々 の 消 失率 は0．5％で あ る と して，ピ ュ
パ ン は 全鋳造

通 貨 の 統 計か ら改鋳分 と消失 分 を 差 し引 い て通貨 ス ト ソ

ク を求め る方法 を提案 した｛e）．従 っ て，こ の 方法に お い て

もフ ォ
ーヴ a ル の 方法 と同様，貴金属統計に 全 く依拠 し

て い な い こ とが特 徴 で あ る．ドゥ
ニ ュ ッ クが ピ ュ パ ン の

方法を敷衍 して提出した 推計値 は 第 1表第W 列 に 示され．

て い るの ．

　 第 1表 か ら もわ か る よ うに ， フ ォ
ーヴ K ル とピ ュ

パ ン ＝

ドゥ ニ ュ ッ クの 両推計値 は 大 きく懸け離 れ て い る．ミ シ

ェ
ール ・サ ン ＝マ ール は今 世 紀 初 頭 に 提 出さ れ た 両 推計

値 をE＞　fi的視 点 か ら調和 させ よ うと試 み，両 推計値 の 算

術 平均 は 1900年 以 降 に つ い て は 1．N ．　 S ．　 E．　 E．の 数値

に 近 い とい う理 由 か ら， 19世紀 を含 む 全期 間 に わ た っ て

両 推 計値 の 平 均 を採 用 した
〔e〕．第 1 図 に は，  フ ォ

ー
ヴ ィ

ル 系列 （金貨，銀貨），  ピ ュ パ ン ：i ドゥ ＝ ユ ッ ク系列（金

貨，銀 貨〉，  サ ン ＝ マ ール 系列（金貨 と銀貨 の 合計 ， 預

金通貨），  フ ラ ン ス 銀行券流通残高が 表 わ さ れ て い る．

こ の 図 か ら以下 の 事実 が わ か る．

　  銀 貨 ス トッ クに つ い て は，フ ォ
ーヴ ィ ル 系 列 もピ ュ

パ ン ；ドゥ ニ ュ ッ ク系列 （年毎） も共 に 1870年代末 に は

減少 し始め て い る．周知 の ご と く，銀価格 は1873年頃か

ら下落 し始め る が ， フ ラン ス は 金銀複本位制を維持 しつ

つ も，．減価 した 銀を国外 （主 に ア ジ ア ・ア ブ U カの 植民

地 ） に 「処 分 」す る こ とに 成 功 しつ つ あ っ た．

　  金貨 ス トッ クは．1870年代後半か ら減少 した 後，ピ

ュ パ ン ＝ ドゥ ニ ュ ッ ク系 列 で は1895年 か ら上 昇 傾 向 に 転

じ，フ ォ
ーヴ ィ ル 系 列 で も1891年を最下 点 と して 以 後増

加 し続 け て い る G891年一1909年の 18年間1こ年平均2．28

％ の 増 加 率〉．つ ま り，
い ず れ の 系 列 に お い て も金 貨 ス ト

ッ クは 1890年 代後半か らほ ぼ 恒 常的 に 増加 して お り， 銀

貨 （減 少 〉 との 際立 っ た 対 比 に注 目す べ きで あ る C9｝．
　　 ロ　　の　　　ゆ　　　ヒ　　の　　　コ　　　コ
　  フ ラ ン ス 銀 行 券 流 通 残 高 （艮 期 変 動 を知 るた め に 9

年の 移動 平均 が 採用 され て い る〉は，1870年 一191e年の

40年閲 に 年平均増加 率2．78％を記録 す るが ， 第 1図か ら．
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1870年代一1914年 の フ ラ ソ ス に お ける通貨流通 （中川）

そ の 前 後で 増加率 が 変化す

る結節点が 1890年 付近 に 存

在 す る こ とが わ か る ．すな

わ ち，1875年 一1890年 の 15

年 間 の 年 平 均 増 加 率 は 1．47

％ で あ っ た が，1890年 一

1910年 に は そ れ は2．88％へ

と上昇 し，銀行券流通量増

加 は 1890年 を境 に 加 速 化 局

面 に 入 っ た．

　  預金通貨 （フ ラ ン ス 銀

行 と大預 金銀 行 に お け る 要

求払預金＋ 郵便小切 手 口座

残 高）の 伸 び は 1870年一

1909年 に 年平均5．58％で あ

り、各種 通貨 の 中で 最 も急

速 で あ っ た．移動平均 （9

年）に よっ て長期的な動き

をみ る と，結 節 点 は，1879

年，1887年，1890年，そ し

て 1899年 に 存在 して い る．

増 加 率 は 1887年 一1890年

（5．76％）に か け て
一

時 的

に 加 速 化 さ れ る が ，1890

年
一1899年 （4．68％）に は

鈍化 す るた め，本格 的 な加

速化局面を迎 えるの は 1899

年以降 （7，70％）で あ る．

つ ま り， 預 金通 貨は 銀行券

と比べ て 本格的な加速化開

始が 約 10年 間遅 れ た の で あ

る．

　 以 上の 量的変動 の 分 析 か

ら以下 の こ とが 本稿 の 通貨

構 造分 析 の 課 題 と して 設定

で きよ う．

　  1890年 代 以 降に 限 っ て

も，銀 貨 （減 少 ），金 貨・銀

行券 （増 加 ），預 金 通 貨 （激

増）

動 を示 した．こ の こ と は，

か 異 な るこ と，そ して，

「単｛立； 1け億 フ ラ ン 丿

第 ユ図　通貨 ス トッ ク の 諸推 計
〔対数 グラフ ）

i87冂　　　　　　　　　　　　　1880 　　　　　　　　　　　　　189 口　　　　　　　　　　 　　　19．　DC　　　　　　　　　　　　　　1910

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．＊ Ii，≡陣 樹 両 V均　・
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ．（．’F羊II．最i・II．・

出 所 （FOVILLE 〕： 第 1章注〔5）に 同 し．
（PUPIN −DENUC ）：DENUC ，　 Jules，

“
Essai　de　d6termination　 de　la　 circu ］ation 　 mon6taire

annuelle 　en 　France　de　1870 岔 1913：Bi｛lletin　de　la　statdstiq 　zae　ge
’
ne
’
rale 　en 　France，　T．21，1932．

PP．43〔ト．441．
（SAINT ．MARC ）lSA夏NT ．MARC ，　 M ，塾Illtroquclioq　 aux 　 statistiques 　 mon ξtaires　 et
financieres　franGaises〔1870−197唹 Revue　d

’
histoire　intervlatioluiie　de　ia　 banqne．　 No 　 8 ，

／974，pP．81−89．
銀行 券流通 残高 ：Annuaire 　slats

’
stiqzae 　de　Fra” ce，

71’、34．1914一止915，　p、6呂
なお ．移動平 均 は 筆者が 算出t．

　　 と い うよ うに 通貨は そ の 種 類 ご と に 異 な っ た 量 的 変

　　　　　　　　　　　　各通貨種 類 ご とに社 会 的 機 能

　　　　　　　　　　　 さ らに 19世 紀 末 か らの 経 済発 農

の 中 で そ の 機能を変化 さ せ て い る こ と を暗 示 して い る．

従 っ て ， ま ず各通貨 種 類の どの よ うな機能が なぜ 変化し

た の か と問うこ と が で きよう．

　  預 金 通 貨 の 増 加 率 に は 目覚 しい もの が あ っ たの で ，

フ ラ ン ス の 通貨構造の 「遅れ 」を預金通貨の 低水 準をも

っ て説 明 する こ とは不正 確 と思わ れ る．現金通貨 （金属

通 貨
・銀 行 券） の 流通 量 が 巨額 で あ り，か つ ，金 貨 と銀

行券に つ い て は 1890年代以降 ， その 増加率が 加速化 さ れ

て い た こ とが 7 ラ ン ス の 通 貨流通 の 本 質 的 な規 定要 因 で
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あ っ た．従 っ て，急速 に 増加 した 預金 通貨が 現 金 通貨の

増加 （しか も加速化 され た〉を阻 止 す る こ とが で きなか

っ たの は なぜ か と問 うべ きで あろ う．

　  量的変動の 分 析 に よっ て ， その 前 後 で増 加率が 変化

する結節点が 各通貨種類 ご とに い くつ か 存在 す る こ とが

確認 さ れ た が ， か か る 量 的変 化 は，通貨 流 通の 質的 ・構

造的変化 と の 関連 の もと，ど う理 解 すべ きで あ ろ うか．

わ け て も，預 金 通 貨 増 加 の 本格的加速化 の 開始 が 銀行券

の それに 約 10年間遅 れ た こ とは何 を意味 するの だ ろ うか．

　 2　 商工 業活 勦 の 地 理 的偏 在

　以上の 課題 に 対 して ，本稿 で は，30年 間 に わ た る県 別

通 貨統 計の 時 系列 的分 析 を通 じて 解答を試 み よ うと す る

もの で あ るが ，その 前 に 前 提 的 事 実 を確認 して お きた い ．

そ れ は 第
一

次 大戦前の フ ラ ン ス に お け る 商工 業 活 動 の 地

理 的偏在で あ る。工 業生 産 と商業 活 動 の 統計的に 正確な

地 理 的 分 布 を知 る こ とは 不可能で あ る か ら，こ こ で は 工

場統 言十　（statistiques 　de　la　propri6t6　batie：　valeur

v6nale 　des　usines ） と手 形割 引 （印紙 税 ）統計 （effets

de　 commerce ： produit　 de　1
’impot ） を もっ て そ れ ぞれ

工 業 と商業の 大まか な分 布を表わ す指標 と見なす こ とに

す る。

　工 場統計 （1909− 1910年〉
（10）と手形割 引統計 （1911

年 ）
〔u ＞の それ ぞれ に つ い て，（Seine県を除 ⇔ 全地 方県

合計値 に 対す る 各県 の 構 成 比 を求 め る と，平 均 （千分 比

で 11．63％。）以上の 構成比 を得 て い る 県は ，全地 方 県86県

の うち ， 工 場 統 計 で 18県 ， 手 形 割引 統計で 20県 に す ぎな

い ．本稿で は ，こ れ らの 県の うち，い ずれ の 統計に お い

て も平均以上の 構成比 を得 て い る15県 を商工 業が よ く発

達 して い る県 と認 め て 後 の 叙 述 を簡 略 化 す る た め に
一括

して 商工 業 県 と呼称 す る．こ れ ら15の 商工 業 県 の うち，

工 場 統 計の 構成 比 が 手形 割 引統計の 構成比 よ り も大で あ

る1  県 （Nord県 ，
　 Meurthe・et−Moselle県，　 Pas・de・Calais

県，Loire県，　Vosges県，　Seine・et−Oise県，　Is§re県 ，
　Aisne

県 ，
Somme 県，　 Sa6ne −et −Loire県）を工 業的 性 格 が強 い

県 と認 め て工 業 県 と呼 び，逆 に，手形割引統計の 構成比

が 工 場統 計 の 構成 比 よ り も大 で あ る 5 県 （Bouches −du −

Rh6ne 県（以 下 B ．−du−Rh ．県 と略），　 Seine・lnf6rieure県，

Rh δne 県，　 Gironde県，　 Loire−lnf，県）を商業的性格が 強

い 県 と 認 め 商業県 と呼 ぶ こ とに す る．さ らに，15の 商工

業 県 の うちい ずれ の 統計 に お い て も30％。以 上 の 構 成比 を

得て い る 4 県 （Nord県，　B．・du・Rh ．県，　Rh6ne県，　Seine−

Inf．県）を大商工 業県 と呼ぷ ．残 りの 71地 方県 は 本稿 で

は
一．

括 して 農業県 と呼ば れ る
u2 〕．

　第 2 図 に お い て 歴 然 と して い る よ うに，本稿 で い う工

業県は フ ラ ン ス の 北部，東 部，中央 東 部の 三 ケ 所に 集中

して い る の に対 して，商業県は 広 く散在 し，
い ずれ も水

上 交通 の 便 が 良い 国際 的 貿 易 港 を有 して い る．第 2 図の

工 業県
一

商業県の 対 比 は ，1890年代以降発達 した 「新 し

い 工 業」（鉄鋼，冶金 ， 化学） と以 前か らの 「古 い 工 業」

（繊 維，織 物 ） と の 地 理 的 対比 に あ る程 度 まで 対 応 して

い る．一
方，農業県は 北西 部か ら南西部 に か けて の 広範

な地 域 に 広が っ て い る．か か る商工 業 活 動 の 地理 的偏在

こ そ，県別統計史料を工 業
一
農業 とい う対比の 視角か ら

分 析する こ とを可 能 に して い る とい え よ う。

（1｝　LEVY ，　 R ，・G．，匸璽Notices　 sur 　 la　vie 　et　 les

　 oeuvres 　 de　 M ．　 Alfred　 de　 Foville．．．”

，　Aoα磁 一

　 mie 　 des　 5鷹 η‘2∫ morales 　 et　 Politiques，1916，　 p．

　 20．　 こ の 方 法 の 応 用 例 と し て，CORNUT ，　 P．，
　 丑φα ア魏 ゴo躍 de　 la ゆ吻 η 6 ρ痴 6ε en 　 Franee．．．，
　 Paris，1963，656p．
（2｝ FAURE ，　 F，，

”Alfred　de　Fovi三le”，ノburnal　 de
　la　So廰 だ de　 Statistique　 de　 1セガs，　 T ．54，1913，
　P．580．　 （以下，誌名を／．S．　 S．　 P ．と略）

（3） FOVILLE ，　 A ．　 de，  es　 enquetes 　 mon6taires

　 de　1878，1885　et　 1891　en 　France
”
，　Bzalletin　de

　 I’institut　 intemationag　de　statistique，　 T ．6，
　 1891，P．6．
〔4） その 結果 は詳 細 な統 計 （県別 ） と して，B．　 S．　 L，
　C．誌 上 で 公 表 され た（た だ し，表題 は 6回の 『調査」．
　で 異 同が あ る ）．B ．　 S．　 L ，　 C ．，　 T ．4 ，juillet・d6c，

　1878，　pp ，　202−220；　T．　18，　juillet・d6c，　1885，　pp，

　 163−188；T 、3  ， juillet・d∈c．1891，　 pp．121・150；T ，
　 42，juillet−d6c，1897，　 pp ，595・633；T ．55，　janvier
　juin　 1904，　 pp．292・331；T ．67，　 janvier−juin　 19ユO，
　 pp．649．687．
（5） フ ォ

ーヴ ィ ル の 方法 と推計値は，各 『調査』後 に

　彼 自身が発 表 したL ：Economiste　francadS’誌上 の ．一連

　の 論文 の 中で 示 され て い る．E ．　F ．，2nov ．1878，5
　 et 　19　sep．　1891，　15　jan．，　5et　l2　f6v．　ユ898，　16
　 et　 23　 avril 　 1904，6aoOt 　 19ユ0；J．　 S．　 S．　 P ．，　 T

　27，1886，pp．6・15，
（6）　 PUPIN ，　 R ，，

”La　circulation 　et　 la　th∈sauri 「「

　sation 　 des　 monnaie 　 d’

or 　 en 　 France” ，」．　 S．　 S，
　P．，T．57，1917，　 pp．308・324．
（7） DENUC ，　 J．，　

teEssai
　 de　 dEter皿 ination　de　la

　circulatio 【l　rnon6taire 　annuelle 　en 　France
』
de．

　1870ti 　 l913”，　 Butletin　 de　 la　 Statistique　 G動 6・

　 rale　de　ta　France．　 T ．21，1932，　 PP ．419−44 ，
〔8） SAINT ・MARC ，　 Mlch 芭le，　

ttlntroduction

　 aux

　statistiques 　 mon6taires 　 et　 financiδres 　 fr母ngai ・

　ses 　（1807−1970）
”
，　Revue　d

’histoire　internationale
　de　 ta　 banque

，
　 No ．8 ，1974，　 pp ．72・117．

（9） 注 の （8＞の サ ン ＝ マ
ー

ル の 研 究は 優 れ た 統 計的業績

　で は あ るが，金属 ス トッ クに 関す る 限 り，   全 く異

　なる方法に 基 づ き，しか も大 きな差 額 の ある 二 つ の

　推計値 の 系列を無概念的に折衷 した，  金貨 と銀 貨

　 を合 算 した ため に 1890年 代 以 降の 局両 （金 貨増加 ・

　銀貨減少）が 不明瞭 に なっ て しまっ た とい う欠陥 を

　 もつ ．
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第 2図　 フ ラ ン ス に お ける商工業活動の 偏在

tti： 定 義 につ い て は本文参照。

  　RdSultat．s　 de　 la　2　e
　 7   ガsピo羅 dgcennale　 dt｛

　 revenu 　 net　 des μ o力磁 ’6∫ ゐ伽 卵 ．　 RaPPort　 Par
　M ，Maurice　Bloch，　Paris，

1911，　PP．69・7廴
（11＞　B．　5L　L．　C．，　T ．　73」　pp ．　684−685．
鰰　こ こ で い う工 業 県 その 他の 呼称 は，本文 の 叙 述を

　簡略 化 す る と と もに 対 比 を際 立 た せ る の が 目的 で あ

　り，当該県が その 産 業に特化して い る こ とを示 し て

　 い るわ け で は な い ．

II．退蔵金貨 の 量 的推計の 試 み

　 フ ラ ン ス 銀行の 各地 の 支 店長 た ちに よる月例報告
〔玉）にお

い て ， 1870年代 ， 8Q年代．さらに 90年代 の 地 方 の 通貨流

通 を最 も良 く表現 す る書 葉 は 「資金の 豊 か さ」abondance
「
d。， capitau 。 で あろ う．支 漲 た ちは，　 rK一金 の 豊 か さ」

の 故 に，  地 方 の 個 人 銀行家た ち は 非常 に 低 い 利 子率 （し

ば しば フ ラ ン ス 銀行め利 子 率以 下 ）で 手 形 を翻引 くこ と

が で きた うえに ，
フ ラ ン ス 銀行 に 再 割 引 を求 め ず に 済 ま

す こ と も可能で あ D， 
一
般 の 商工 業者 た ち が 銀 行信用

に頼 る こ とな く現金 で 決 済 す る こ と も頻 繁 に 行 わ れ て い

る と報告 してい た．こ の こ とは ，先に 見た よ うに 大量 の

現 金通貨 が 流通 過 程 に 存在す る こ とと同時 に ，ひ とた び

退蔵 さ れ て も必要 に よっ て は 再 び流通 過 程 に 流 入 して く

る 金 貨 も大 量 に 存在す る こ とを意味 して い る．か か る退

蔵金貨は か つ て 数 量 的推 計 の 対 象 と な っ た こ と は な い が ，

そ の 推計は ほ ん と うに 不可能 で あ ろ うか．

　 と こ ろ で ，第 1表 か ら もわ か る ように ，フ ォ
’一ヴ ィ ル

系列 （II） と ピ ュ
パ ン 匚 ドゥ ニ ュ ッ ク系列 （IV） と の 間

に は非常 に大 きな隔 り （金貨で 約30億 F ）が あ る．なぜ ．

両推計 の 關に は か くも大 きな差異が 生 じたの か．こ れ は
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何 よ りも両推計の 方法的相違に よ る もの で あ るが ， こ こ

で は ドゥ ニ ュ ッ ク と同 じよ う に 「A ．ド＝フ ォ
L

ヴ ィ ル

の 諸結果 に 基づ く第
一

〔の 推計
…

引用 文 中の 鉤 括 弧 は筆

者 に よ る．以 下 同様．〕は現 実の 流通 に近 い 諸結果を与え

て お り，第二 〔ピ ュ パ ン の 推計〕は む しろ国内 に 存在す

る もの les　 existences 　 dans　 le　 publicの 諸結果を表わ

す（2U と 考える の が 妥 当で あろ う．フ ォ
ーヴ ィ ル の 「調 査 』

は彼の 仮説 に基づ き，公共機開 と銀行 に 実際 に 払 い 込ま

れ た 通 貨 を集 計 した 統 計 で あ るか ち
t3），国 民 と金 融 機 関 と

の 問 で 現 実 に流 通 して い る通貨の 標本 で ある とい えよう．

従 っ て，『調査』を もとに して導き出さ れ た フ ォ
ーヴ ィ ル

の 推 計値 は，現 実に 流 通 過程 に あ る 通 貨の 推 計値で あ る．
一

方，ピ ュ パ ン ＝ドゥ ニ ュ ッ クの 方法は全鋳造数 か ら改

鋳数 と推 定 消 失 数 を減 じる 方 法 で あ る の で，
一

国 に お い

て 存在す る全 ス トッ ク を対象 とす る推計 とい え よ う．

　 問 題 は フ ラ ン ス 銀 行 に お け る 正 貨 準 備 の 取 扱 で あ る．

ピ ュ パ ン ＝ ドゥ ユ ッ ク系 列 に は 当然 に 含 まれ る もの と し

て，で は，フ ォ
ーヴ ィ ル 系列 に は含まれ る で あろ うか．

フ ォ
ー

ヴ ィ ル 自 身 も，ま た ，後 年 に 「修 正 」 系 列 を提 出

した ドゥ
ニ ュ ッ ク も，

フ ォ
ーヴ ィ ル の オ リ ジ ナ ル な 推

計値は フ ラ ン ス 銀行正 貨準備を含む と考えて い た．だ が，

先 に 見 た よ うに 「フ ォ
ーヴ ィ ル 系 列 は現 実 に 流 通 過 程 に

あ る通貨の 推計値で ある」 とい うの が 本稿の 立 場で ある

が ，フ ラ ン ス 銀 行正 貨 準備は，それ を構成す る鋳貨 が 流

通 過程 との 間 で 頻繁 に流 出 ・
流入 して い たわ けで は ない

の で ，同 正 貨準備 は 流 通過 程 に は 存在 し ない ，つ ま り，

フ 1
一

ヴ ィ ル 系 列は 同 正 貨準 備 を含 ま な い と考 え るの が

論 理 的 帰 結 で あ るω ．

　か くて，ピ ュ パ ン ＝ドゥ ニ ュ ッ ク系列 （IV）は，フ ラ

ン ス に 存在す る全 ス トッ ク，すな わ ち，7 ラ ン ス 銀 行正

貨準備 （1），現 実に 流 通過 程 に存在す る鋳貨 （II），そ

して
， 国内に 存在 は す る が，しか し，流通 して い ない 鋳

貨，
つ ま り， 退 蔵 され た鋳

’ftc5｝　（III）を含む もの と考 え ら

れ る．第 1表 に お い て， IIIIV の 各 列 の 数 値 は す で に

判 明 して い るの で，第III列 は ご く簡単な減算，すなわ ち，

IH＝IV − （1 ＋ II） に よ っ て 求 め る こ とが で き る。

　 こ の 試 算 か ら以 下 の こ と が わ か る．退蔵 金 貨 （m ）は，

1878年 か ら1891年 に か け て 5億6，200万 F増 加 したが，こ

の 間 ， 流 通過 程 の 金貨 （II）の 減 少分 10億 F は 全 ス トッ

ク （IV）の 減少分 4億 6，000万 F を大 き く上 回 っ て い るの

で，こ の 期 間 （す な わ ち景気下降局面
（G）
）の 退 蔵 金 貨増 加

分 は 流 通 過 程 か ら供 給 され た もの で あ る．逆 に1891年 か

ら1909年 に か け て 流通過 程 の 金 貨 と正 貨準備 （D の 金
’

貨 は そ れ ぞ れ20億 F と 4億2 ，900F増 加 して い るが ，こ れ

らの 増加分 は，フ ラン ス 全体 の ス トッ クの 増加分 （13億

7，100万 F ） と退 蔵 金 貨 滅 少 分 （10億 5，800万 F ＞ に よ っ

て供 給 され て い る．つ ま り，こ の 期 間 （景気上 昇局 面 ）

の 金 貨流通 量 の 増 大 は，新 規鋳 造 金 貨 の 増 発 だ けで は な
．

く退 蔵金貨の 流通過程 へ の 流 入 に よ っ て も支 え られ て い

た の で あ る．

　 こ れ は 非 常 に興 味 深 い 事実 とい え よ う．流 通過 程 に あ

る金貨 は景気変動 に伴 っ て 収縮 ・膨張を行 う とい う本稿

の 仮 説 が正 し けれ ば，退 蔵 過 程 も， 流 通過 程 に依 存 しつ

つ 景気変動 に 伴 っ て 膨張
・
収縮 を繰 ワ返す こ とが 示 され．

第 1表　退蔵通貨の量的推計 （単位　100万 フ ラ ン ）
… 一．一 一

王 H 皿 w

正　貨 準　備 流　通 過　程 退　蔵 過　程 全 ス ト　ッ　ク

（フ ラ ン ス 銀行） （FOVI　LLE ） （PUPI　N − DENUC ）

年 金　貨 銀　貨 金　貨 銀 　貨 金　貨 銀 　貨 金　貨 銀　貨

18781885 943913 1， 531

，073

5，QOO4

，6DO

3，0002

，800

1・82gi1

，
989

一67
− 25

7， 7727

，502

3
，986．

3，848

1891 921 工
，
255 4

，
000 2

，
000 2

，
391 479

　 　 27

，312 3，734

1897 1
， 308 1

，
222 4，200 1，935 2，D15 469 7，523 3，626

1903 1，101 1
，
110 4β00 1，800 1，682 524 7，583 3，434

1go9 1
，
350 894 6，000 1，500 1β33 905 8，683 3，299

出 所 　1 ：金貨 に つ い て は 、RIST 、　Charles、　Essui　 sκ r 　queleues　 ProbtEimesゐo η o 癬 興 側 et 現 o葱 f如 7器 、　Paris、1933、　 P・285．
　 　 銀 貨 に つ い て は 、Annuaire．statistique　de　France、　 T．34、1914−19．　15、　p．6S　x

　 　 U ；第 1章注   に 同 じ

　 　 皿 ：本 文 参 照

　　 W ：DENUC 、Jules、E’Essai・　de　d6termination　de　la　circulatiqn ．　m 。n6taire 　 annuelle 　 en 　 France　1870 ヨ1913てβ躍  酬 σ

　　 sムτ’癬＠昭 96瘤解 1g　de　la　France、　T ，21、1932、　P　P・430 −431
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1870 年代
一1914年の フ ラ ソ ス に お ける通貨流通 （中川）

て い る か らで ある．す なわ ち，景気が 下 降局面に あ り金

貨流通量が 減少しつ つ ある時は，退蔵過程 が余分 の 金貨

を吸 収 す るが，逆 に 景 気が上 昇局 面 に あ り金 貨流 通 量 の

増 加 が 求 め られ て い る 時 は，退 蔵 過 程 が 〔か っ て 景気 下

降 局面 で 吸 収 した）金貨 を流通 過程 に 供給 する こ とに な

る．こ の こ とは ，巨 額 の 金 貨ス トッ ク を抱 え る フ ラ ン ス

の 通貨体制が まさ に退 蔵過程 の 存 在に よ っ て，景気変 動

に 対 して ひ とつ の 柔 軟 性 を獲 得 して い た こ と を示 して い

る．

　 とこ ろ で ， 第 1表 に よ る と1878年 か ら1909年 の 約 30年

間 で 退 蔵 過 程 は 9 億 F 以 上 の 銀 貨を吸 収して い る，だ が ，

周知 の よ うに1873年 以 降 の 銀 価格 の 低 落の 結果，銀 貨 の

実 質 的価 値 は 名 目的 価 値の 約 半 分 に まで 低
．．
ドし て お り，

その ような銀貨を退 蔵す るこ とは明 らか に不 自然で ある．

従 っ て，フ ラ ン ス 国 内 に 存在 した 銀 貨 は すべ て 流通過程

とフ ラ ン ス 銀行 に あ り，退蔵過 程 に はゼ ロ で なけれ ば な

らな い ，で は，1909年 の 時 点 で 退 蔵 銀 貨が 9 億 500万 F も

あ っ た と い うこ の 結 果 は，こ の 試 算 自体 の 不 自然 性 を表

わ して い る とい うべ きだ ろ うか．

　 わ れ わ れ は，逆 に，こ の 9 億 F の 「退蔵銀 貨」，つ ま り

流 通過 程 か ら消 え去 っ た銀 貨 は ， 本 稿 の 試 算 の 蓋 然 性 を

高め て い る と 考え る．まず，フ ォ
ー

ヴ ィ ル 系列もピ ュ
パ

ン 三ドゥ ニ ュ
ッ ク 系列 も と もに 貴 金属貿 易統 計 に は 全 く

依拠せ ずに 算出 され た 数 値 で あ る こ とを想 起 すべ きで あ

る．金 貨 （金 地 金 で は な い ） の 輸 出入 の バ ラ ン ス は よ く

とれ て お り，輸出入 は ほ ぼ 相殺され て い る と 見なす こ と

が で き るσ〕．だ が，こ れ は銀 貨 の 場 合 に は全 く当て 嵌 ら な

い ．不完全 とは い え貿易統計 に よ っ て も，また，同時 代

の 証 言〔S ）に よ っ て も，19世 紀 末か らの 銀貨の 国外流 出は確

実 な史 実で あ る とい えよ う．貿易統 計 に よ る と，1896年

か ら1913年まで 鬨外流出分 が 常 に 国内流 入分を上回り，

その 差額 は 年 平 均6650万 F に 達 して い た‘9）．従 っ て，銀 貨

に つ い て は ，貿易統 計を使 っ て 修正 する，つ ま り，退 蔵

分 か ら国外流 出分 を引 く必 要 が あ る．そ の 結 果，修正 さ

れ た 「退 蔵 」銀 貨 は，1897年 に は 4億 2，050万 F ， 1ge3年

に は 5，850万 F ，1909年 に は 4，050万 F とな り，1878年の

H6 ，700万 F
，

1885年 の （→2，500万 F と併 せ て
， 億 を単位

と して い る 原 統 計 の 誤 差 を考 慮す る と充分 に 満 足 す べ き

奉吉果 とい え よ う
tl° 》．

　以 上，本稿 で 試 み た 退蔵鋳 貨 の 量 的推 計 は，すべ て フ

ォ
ーヴ ィ ル の 推 計の 科 学的価 値 に 依 存 して い る．か な り

の 不確定要素を基 に して い る と は い え，わ れ わ れ の 方法

は退 蔵 鋳 貨 に 関 す る，考 え られ る唯
一一

の 量 的推 計 で あ ろ

う
c”）．

（1〕 1〜醜 痂 smensuelS
’des　 Rappons　 des　 Diree−

　 teurs　des　 Succursales，　 Banque 　 de　 France，1869・

　 1909，35vol， （以 下 R．　 R．　 D ．　 S．と略） こ の 史料

　は 支店長が毎 月本店 に送 っ て い た 月例 営 業 報 告 （保

　 存期 間 は 5 ケ 年 間） を本店 で 集約 し た もの で ある．
　 パ リ郊外Asniδresに あ る 同行 史料 部 に保 管 され て い

　 る ．
〔2〕　DENUC ，　 article　 cit6，　 p，431．
（3） フ ォ

ー
ヴ ィ ル 系列 は 直接 の 標本調査 に 基 づ く唯

一

　 の 通 貨 ス トッ ク推 計 で あ り，そ の 他 の 推 計 は すべ て

　 他の 統計 （鋳造数 貿易統計 な ど）を利用 す る聞 接

　的 な推 計に す ぎな い ．Cf．　 DOLLEANS ，　 E ．，
”La

　 monnaie 　 et　 les　 prix
”

，
　 in　 AGLAVE

，
　 P，　 et　 al．，

　 Questions　 moneVaires 　eontem．　Poraines，　Paris，
　 1905．
〔4） こ れ が 1 本稿 で は ドゥ ニ ュ ッ クに よ る 「修正 値」

　 を採用せ ず，フ ォ
ー

ヴ ィ ル の オ リジ ナル の 推計値 を

　 残 した 理 由 で あ る．
〔5） 退蔵th6saurisationは 通常は次 の ように定義 され て

　 い る．「退蔵 と は，個人が あらか じめ 期間を定め る こ

　 とな く非 生 産 的 目的 の た め に 流通 資 金 を控 除 して お

　 くこ とをい う．」（GAILLARD ，　Y ．　 et　THUILLIER ，
　 G，，

【Sur　 la　 th6saurisation”，　 Revue　 e
’
conomique ，

　 sep ．1965，　 p．798．）本稿 の 規定は こ の 定義よ りは

　 広 く， 個 人 に よ る本来的な 退蔵 金 貨の 他 に 流通過程

　 の 外 に ある 金貨 （企 業な どの 保有金貨その 他） も含

　 ん で い る．
〔6） 1890年代の 通貨流 通に お ける 景気 の 下 降局 面 と上

　昇 局 面 の 交 替 （F ．シ ミア ン の phase　 B とphase 　A
　 との 結節点 は 1896年 ）は

一
度 に 実現 した の で は な く，

　 大 きく189 年代初 と末に 二 つ の 結節点を認 め る こ と

　 が で き6．なお，シ ミア ン の 方 法 の 有効 性 をめ ぐっ

　 て 激 しい 論争 が な さ れ た こ と は 記憶 に 新 しい ．

　　（LEVY ・LEBOYER ，　 M ．， 
’h6ritage　 de　 Simi．

　 and ： prix，　 profit　 et　 termes 　d’6change 　 au 　 XIXe

　 si6cle
”
，　 Revue　 historique，　 T ．243，1970，　 pp．77−

　120； BOUVIER ，　 J．，　 Teu 　 Frangois　 Simiand〜”，
　 Annales　E．　S．　C．，　sep ．　・oct．　1973，　pp ．　1173・

　 1192，）

〔7｝　DENUC ，　 arL 　 cit6 ，　 p．427．
（8） 例 えば ，フ ラ ン ス 銀行の 営業報告書は 19世 紀末 か

　 ら毎 年 の よ うに 銀 貨 準 備 の 減 少 を報告 し， そ の 理 由

　 と して   補 助 鋳貨へ の 改 鋳，  ラ テ ン 通 貨同 盟 加盟

　国へ の 輸 出，さ らに最 大 の 理 由 として  ア ジア ・ア

　 フ リ カ に あ る 植民地 へ の 銀 貨輸 出を上 げ て い た．
　　（Banque　 de　France，　 Compte　rendu 　annuel 　δ

　 ’認 s ¢ 祕 漉 8劭 伽 」6．lgel，　 P．2＿ ）

（9｝　DENUC ，　 art．　 citξ，　 p．425．
〔10〕　 しか し，1885年 と1891年 との 間に 約 5億 F も激増

　 した 「退 蔵 」 銀 貨 の 行 方 は依 然 として 説 明不 可能 で

　 あ る．こ れ は フ ォ
ーヴ ィ ル 系 列 〔II） の 不 自然 な 激

　 減 （約 8億 F ）に よ る もの で あ り，フ ォ
ー

ヴ ィ ル の

　 1891年 度の 推 計に 問 題 が あ っ た 可能性 が あ る．
（U） 相続財産統計の 利用 とい う，考 え られ る もうひ と

　 つ の 方 法 は 退 蔵通 貨の 推計 につ い て は （現 金 は 隠 匿

　 さ れ や すい の で ）無 効 で ある．（CORNUT ，
　 op ．　 cit．．

　p、66； DAUMARD ，　 A．，齦 ，　 Les　fOrimnes／ran ・

　 caises 　au 　XIXe 　5遊ぐ」8．　Paris，
1973

，
　 p、239，〉
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土 地 制 度 史 学 第 99 号

III 大蔵省通貨流通調査

（1878年 一　1909年）

　通貨 流 通 に 関す る 統 計 は 19世 紀 以 降 に お い て本 来的 に

国レ ヴ ェ ル で 作 製 され て お り，県ない し地 方 レ ヴ ェル の

統 計 は 稀 で あ ろ うω ．だ が ，先 に 紹 介 した フ ォ
ー

ヴ ィ ル 考

案 の 方 法 に よ る通貨流通調査
〔2，

は，すべ て の 県を対象 とし

た 系 統的な通 貨統 計 で あ り，そ の 幸運な例外 とな っ て い

る．

　第 2表は 6回 の 『調蚕 の 結果を集計 した もの で ある．

こ の 表 か ら以下 の こ と が わ か る．

  銀 行券は ， 1891年 に は9，710万 F ，1909年 に は 2 億6，534

万 F と 2．7倍 に 増 加 して い るの に 対 して ，金貨は，1891年

に 1，637万 F ， 1909年 に は 2、503万 F と1．5倍の 増 加 に とど

ま り，銀 貨 は 1891年 に 713万 F．1909年に 872万 F と 1．2倍

に 増 加 した に すぎな い ．従 っ て 1891年 以 降 に 限 っ て も，

集計総 額 の 大幅 な増加は 主に 銀行券の 急激な増加 に よ っ

て い た．と こ ろ で ，第 1 図 か ら もわ か る よ うに ，1890年

代 以 降，銀行券 と金貨の ス トッ クの 増 加 率は ほ とん ど同

じで あ っ た の で，『調査』に お け る 銀 行 券集計 額 の 大 幅 な

増加 は，銀 行 券の 流 通 速 度 が こ の 時期 に 金貨 と比 べ て
一

段 と加速化され た こ と を暗示 して い る，

　  銀 行券 の 構 成 比 は，1891年 に 80．51％で あ っ た が，1909

年 に は88．72％ に まで 上 昇 したの に対 して ，金貨 と銀貨 は

同 時期 に それ ぞれ 13．57％ と5．92％か ら 8．37％ と2．91％に

まで 減 少 した．こ こ で も， 銀 行 券 の 比 重 の 相対的増 大 と

鋳貨 （特 に 銀貨）の 比 重 の 相 対的 低 下 が確認 され て い る．

　 と こ ろで，こ の
一

連 の 「調査』 は もと も とフ ォ
ーヴ ィ

ル が 通貨 ス トッ ク を推 計す るた め に実 施 させ た統計調査

で あるが ，こ の
’
『調査 』 に参 加 した 機 関 が 多数 か つ 広範

に 存在 し，調査方法も均質で ある た め，提 出 さ れ て い る

県別の データは 各県の 通貨流通を全国的に 分析す るた め

に 充分 活 用 で き る と 考え ら れ る．

　各県別 の 分 析 の 前 に，グ ロ
ーバ ル な視 角か ら検討 し よ

う．第 3 表は ，（Seine県 を除 く〉地 方 の 各 県 に お い て 集

計 され た 額 （1，000F 単位 〉の   平 均，  標 準 偏 差，  変

化係数 （標 準偏 差／平 均 ） を示 して い る．

　 ば らつ きの 程 度を異集団間で 比 較で き る 変 化 係数 の 動

きは ， 銀 行券 ， 金 貨 ， 銀 貨 の 間 で 全 く異 な っ て い る．ま

ず，金貨の 変化係数は 1878年 に 最高値 （O．6e22） を記 録

し た後 ， 1891年 の 最低 値 （ ．4961） に向 け て低 下 し，そ

の 後，1909年 （0．5636＞に か け て 上 昇 して い る ．つ ま O，

金 貨 は1891年 に ば らつ き方 が 最 小 で あ り，その 年 を最 下

点 とす る 谷 型 の 動 き を示 して い る．こ れ は，第 1図 と第

1表 の フ ォ
ーヴ ィ ル 系列 の 金貨 （流通過程 に あ る 金 貨）

の 動 き と
一

致 して い る．従 っ て ， 流 通 過 程 に あ る 金 貨の

減 少 （1878年 一1891年）は ，ば らっ きの 程 度 を減 少 させ

る 形で ，すなわ ち ， 金 貨 流 通 量 が 大 で あ っ た 県 （本 稿 で

い う工 業 県 とほぼ
一

致 〉の 方が ，金貨流通 量 が 小 で あ っ た

県 （本 稿 の 農 業 県 〉 よ り も急速 に 流 通 量 を減 少 させ た こ

と，逆 に ， 流通 過 程 に あ る 金貨の 増加（1891年一1909年 ）

は ，ば らつ きの 程 度 を増 加 させ る形 で，すな わ ち，流通

量 が 大 で あ っ た 県の 方が ，小 で あ っ た 県 よ り も急速 に 増

加 させ た こ とを意 味 して い る．

　次 に，銀貨 の 変化係数 は，1878年 に 最低 値 （  ．6087＞

を得 た後 ， 恒 常的 に増加 し，1909年 に 最大値 （1．3867＞

を記録 して い る．す で に 確 認 した よ うに ，銀貨ス トッ ク

は こ の 時期急速 に減少して い た が，そ の 減 少 は ，
ば らつ

きの 程 度 を増 大させ る 形で，すなわ ち，流通 量 が 小 の 県

の 方が 大の 県 よ り も急速 に 銀 貨 流 通 量 を減 少 さ せ た こ と

を意味 して い る．そ の 結果，銀貨の 地 理 的 分 布 の ば らつ

第 2 表　大蔵 省通貨流通調査 （集 計総額） （単位 ：フ ラ ン ）
‘」｝ 皿r 面幽  

実　施 　年　月　 日
　　187814

　 aoOt

　　188528
　 mal

　　　189ユ

22　 avri 　1
　　　　1897
15septembre

　　1903150ctobre　　　190916Qctobre

Fr Fr Fr Fr Fr Fr

銀行券
　　　　　　　　　　　　　（％ ）

35，737，720
　　（67．60）

97，100，165
　　（80．51）

173， 358， 020
　　　（84，21）

236，413495
　　　〔87．02〕

265，336，
880

　　　（88．72）

金貨 （10F ・20F ）

　　　　　　　　　　　　　（％）
16，878，740
　　（73，56）

11
， 878，

740

　　（22，47）
16，365，080
　　（13，57）

23，199，640
　　（11．27）

25，239，370
　　　（9．32）

25，D26，300
　　　（8．37）

銀貨 （5F ）
　　　　　　　　　　　　　（％）

6，067，030
（26，44）

5，247，885
　　（9．93）

7，133，730
　　（5．92）

9，311 ，
370

　　（4．52）
10，009，000
　　　（3．66）

8，721，665
　　（2．91）

齟一r．rr．．．．．．．．．．．．一」．．．．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
集計総額
　　　　　　　　　　（100 ％）

22
，
945

，
770

（100，00）
52，864，345
（100．00）

120
，
598

，
975

　　（100．00）
205，869，030
　　（100，00）

271，661，565
　　（ユ00，00）

299，084，
845

　　（100，00）

出所　第 1 章注   に 同 じ．た だ し、表中の 数値 は 筆者 に よ る 算出．
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1870年代
一19廻 年の フ ラ ン ス に お け る通貨流通 （中川）

きは ， 第
一一次 大 戦 前に は 銀行券 と金貨 よ り もは る か に大

き くな っ て い た ，つ ま 弓，銀貨 こ そ，特定の 小数 の 県へ

の 集中が 最も激 し い 現 金通貨で あ っ た ．
　　　　　コ　　　　　　　．
　最 後 に，銀行券 の 変化係数 は ， 1885年 に最低値 （O．6  18）

を記録 し，1891年 （O．6566＞にか けて 増加 し た 後，1897

年 （1．1395） に なる と激増 す る．そ して，1897年一1909

年 に は 減 少 し続 け る．第 1 図か ち もわ か るよ うに，銀行

券流通残高 （移 動 平 均）は 70年 代以隆，増加傾 向 に あ る

の で ，1885年 一1897年 の 銀 行 券流 通量の 増加は，ば らつ

きの 程 度を増大 させ る形 で ，す な わ ち，流 通 量 大 の 県 の

方 が 流 通量小の 県よりも急速に流 通量を増加 させ た こ と，

また 1897年一1geg年 の 増加 は 反対 に ば らつ きの 程 度 を減

少 させ る形で ，す なわ ち， 流慂 量小 の 県の 方 が 大 の 県よ

りも急 速 に 流 通 量 を増 加 させ た こ と に よっ て実 現 され た．

　 しか しそれ に して も，1891年 一97年問の 変化係数の 増

加 は 異業 に 大 きい ．こ の こ と は，1891年 か ら1897年に か

けて Seine県を除 く全 地 方 県 にお い て集計 され た 銀 行 券 が

1億 1，900万 F も増加 揃 の 『調査』に 比 べ て244％の 増

加）した こ と ， しか も ，
か か る 銀 行券 が 最 も不 平 等 な形

で 分 布 して い た こ とに よっ て い る．で は ， なぜ ，こ の 時

期 に 銀 行券 集計 額 は飛 躍 的 に 増加 した の だ ろ うか．すで

に第 1図でみ た ように ， 銀 行 券流 通残高の 年平均増加率

は 1890年 を境 に L47 ％ か ら2．88％ へ と加 速化 され た が ．

1891年 一97年 が か か る銀行券流通 の 加 速 化 局 面 の 最初期

に該 当す る こ とが，その 第
一

の 理由で あろ う．こ の 時 期

に加 速 化 を促進 した の が 流 通 量 の 大 き な県 （少 数）で あ

っ た こ とはば らつ きの 程 度を
一

層拡大す る結 果 を もた ら

した．だ が，そ れ と同 時 に こ の 『調査』 に お い て 方 法的

側面 で 重要 な変化 が 見 られ た，そ れ は ，1897年 に初 め て

県別集計値 に フ ラ ン ス 銀 行 そ の 他 の 銀 行 の 集計値 が 加え

られ た こ とで あ る 儲 銀行は すで に 1891年 の 『調査 2 に

参加 し，その 集計額を全国集計に は 計上 して い た が，県

別統計 に は加 算 して い なか っ た）．銀行業 の 発達 に は 商工

業 県 と農業県の 聞で 大きな格差が あ るた め，諸銀行の 『調

査』 へ の 参 加 は 特定 の 県 に お け る 銀 行 券 集 計 額 の 飛 躍 的

増大 をもた ら した とい え よ う（S）。

　1909年 に お ける 変化係数 を み る と， 金 貨 （O．5636）が
幽

最小 ， 銀 行 券 （O．9410）が そ れ に 次ぎ，銀 貨 （1．3867）

が 最大 と な っ て い る．従 っ て ， 金 貨 の 地 理的分 布が 最 も

均 質的で あ り 1：つ ま り， 最 も農業的性格が 強 ⇔ ， 銀 貨 は

地 理 的 に 最 も偏在 して い る （つ ま O，最 も工 業的性格 が

強 い ）．
一

方 ， 変化 係数の 動きをみ る と，銀行 券 は 1897年

以降低下 （つ ま り，均 質化 〉傾向 に あるの に対して，金

貨 と銀貨は 増加 〔つ ま り， 特定の 県へ 集中）傾 向 に あ る．

こ の こ とは，90年代 以 降の 銀 行券の 機能変化 （工 業決済

か ら農業決済 へ ） と都市 に お ける金属通 貨 に対す る需要

の 増大 とに対亦 して い る．

　以 上 の グ W 一バ ル な分 析 を踏 ま えて，以下 に 行 う県嬲
　　　　　　　 ヒ　　　　　ゆ　　ロ　　　の　　　．　　　．
分 析 の 方 法 は ， （Seine県 を除 く）

ω
フ ラ ン ス 本 国全 地 方 県

集計値 に 対す る各県集計値の 構成比（干分 比％oで 表わす）

を各 『調査 』ご とに 求 め て，6 回の 1調 査 垂 を通 じて現

わ れ た その 構 成 比 の 30年 間 に わ た る推移を基礎 とす る．

具体 的 に は ，第一一に，構成 比 の 3G年間の 維移 が 似 て い る

県を集め て 類型化す る こ と，第二 に ， か か る各グル ープ

の 構 成 比 の 推 移 と各通貨種類の 全鬮ス トッ クの 変 動 とを

比 較 して，通 貨 ス トッ クの 変 動 は どの グ ル
ープ に よっ て

促進 さ れ た の か を探 る こ とで ある．い うまで もな く，或

る通 貨 ス トッ ク　（例 えば，金貨）が 増加 傾 向 に あ る時，

，

第 3 表　大蔵省通貨流通調査 （県別集計額 の 変動分析 ）

年

 

1878 1885 1891

一 一
1897 1903

」一一一 閲置一

　 1909

銀行券

平　　均 （単位 ：1000F ＞　 i
標準継 陣 位 1 ・。・。F ） 1
変化係数 （標準偏差 ÷ 平均 ）

　 341

　 2050

．60工8¶　曾　呷　■　■　●　曾　，　噛

　 463

　 3040

．65661 ．1395

1376　 　 　 1765

1568i 　 1698

　　　　0．96201

　 1763

　 16590

．9410

金 貨

平　　均 （単位 ：1000F ）

標準偏差 （単位 ：1000F ＞

変化係数 （標準偏差 ÷ 平均）

　 　 　 　 十

　　　 181

　 　 　 109
1iO

・6022

　 119　 　　 127

　 　 65　 　　 　 63

0．5462　 　 0．496ユ　　　　　鹽■呷P，，，マ，

　 219

　 n5
　　　 …
0，5251 ［

　 247

　 1330

，5385

　 236

　 1330

．5636

銀 貨1
平　　均 （単位 ；1000F ）

標準偏差 （単位 ：rOOOF ）

変化係数 （標準偏差 ÷ 平均）

　 　 69

　 　 420

．6087，　■　卜　■　7　，　◆　噸　．

　 　 56　　 　　 54

堕拠 講

　 　 　 87

　 　 　 81

　 0．9310旨

　 　 87

　 1081

．2414

　 　 75

　 1041

，3867

一…一
最 高値 　・・……・

最低値

出　所 　第 1章注〔4｝に 同 じ、ただ し、表 中の 数値 は 筆者に よる算 出。
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土 　 地 　 制 　 度 　 史 　 学 　 第 99号

構 成 比 を増 加 さ せ て い る グル
ープ は その ス トッ ク増 加 を

促進 して い る諸 県 で あ り，逆 に，その ス トッ クが 減少傾

向 に あ る時，構成比 を減 少 させ て い る グル
ープ は その ス

トッ ク減 少 を促進 して い る諸県で ある，

（1）　 ぎ調査』 の 他 に，全国的規模か つ 系 統的 方法に よ

　 っ て 実 施 さ れ た 通 貨 統 計 と し て は ，わ ず か に ，

　ROULLEAU ，　G．，　
ttLa

　circulation 　de　la　monnaie

　 en 　France
”
，1．　 S．　 S．　 P．，　 T ．55，1914

，
　pp．282−

　299．が あるの み で ある （こ の 統計に つ い て は別稿 で

　検討す る予 定）．こ れ ら両 統 計 を除 くと，地 方 の 通 貨

　流 通 に関す る統計は散発的 また は 局地 的で あ る．か

　か る統計
・
史料 の 多 くは通貨 危機 （1871年な ど） の

　際 に 生 まれ，商工 会議所等 の 発 行 に よ る小 額紙 幣 に

　関す る記述 を主 と して い る．また，銀行券 の 独 占的

　 発 行 銀行 で あ り，通貨の 調 整 分 配 機 関 で もあ っ た フ

　ラ ン ス 銀 行の 史料 につ い て筆者が 本店お よび 史料部

　で実 施 した 調査 に よる か ぎ L），先 に IIの 注〔1）で 紹 介

　し た 支店長 月例 報告 と次 の 史料 に散 発 的 な記述 （統

　計 で は な い ）が 見 られ る だ けで あっ た．InSPection．

　RaPPo 「ts　　d’αdministration　（1858 −1902 ）　et

　RaPPorts　de　Portefeuille（1861 −1897 ）．もし現 存

　す れ ば 地 方 の 通 貨 ・信 用研 究 に と っ て だ け で は な く，

　地 方史研 究 自体 に も大 き く役 立 っ た で あろ うと思 わ

　れる当座預金 勘定 の 厖大 な 史料 （Grands　 tivres　 des

　 comPtes 　 courants ，479　 registres ）が 近年廃棄 され

　 た の は誠 に 残 念 な こ と とい え よう．
｛2｝ 1 の 注（4）を見 よ．
｛31 しか し， 第 2表の 1897年の 金貨 と銀貨 に攬乱 要因

　 が 見 られ な い こ とか ら もわ か る よ うに 諸銀行の 参加

　 は 金 貨 と銀貨の 長期的動向に 影響 を及 ぼ さ なか っ た．

　諸銀 行の 参 加 は 『調 劃 自体 の 連 続「生を著 し く損 う

　 もの で は なか っ た と 考えられ る．
（4） パ リの あるSeine県が全国集計値の 中で 占め る比 率

　は 極め て 大きい （1909年 の 銀 行 券 集計額の 約40％）

　 た め ，その 変動 は他 の 諸 県の 構成 比 に 過 度の 影 響 を

　及 ぼ しが ち で ある．それ故，本稿 に お い て各県の 構

　成比 を求め る 時 は ， Seine県 は除外 さ れ て い る．

IV　地 方の 通貨流通 に お け る

　 三 っ の 対比

　以 下，『調 査 』 を基 に 銀行券
・金 貨

・銀 貨 の 地 方流通を

検討 して い こ う。

　 1　 フ ラ ン ス 銀 行 券　　　　　　 （第 3 − 1 図参 照 ）

　各県の 構 成 比 を 見る と，い くつ か の 銀行券集中県を指
’

摘で きる．第
．一

は，Seine県 で あ る．対 全 国比 で 表 わ され

るSeine県の 構成比 は，1885年 の 18％か ら1909年 の 40％に

まで 常 に 増 加 し続 け て い る．次 に，Nord県，　Rhδne 県 ，

B ．−du・Rh ，県，　Gironde県，　Seine・lnf．県が 続 い て い る．

Seine県を含む 以上の 全 6県 は，1909年に お い て 1億 2，807

万 F を集計 して お り，全国の 51．04％ の 銀 行券が こ れ ら 6

県 に 集中して い た ．

　Seine県 を除 くNord 県以下の 5 県 に お い て 収集され た

銀 行券の 集計額 は 1891年 （520万 F ）か ら1897年 （3，585

万 F ） に か け て 飛 躍的 に 増 大 して い る が，1897年 以 降 は

1909年 （2，879万 F ）にか けて，伸 び 悩 む か，ほ と ん ど の

県の 場合，減少 し て い る．
一

方，こ の 期 間，全 地 方 県 の

集計総 額 は ， 1897年 に 1億 1，838万 F ，1903年 に 1億5，183

万 F ，1909年 に 1 億5 ，163万 F と増加傾向 に あるの で ， こ

れ らNord県以下 5 県の 構成比合計は，1897年（302．81％、）

か ら，1903年 （261，19％。），1909年 （237．60％。）へ と急速

に 低 下 して い る．例 え ば ，最 も代 表 的 な工 業 県 で ある Nord

県 に お い て，そ の 構 成 比 は ， 63．64％。 （1897年 ）か ら，61．

64％。 （1903年 ），55．97％o （1909年 ）へ と着実 に 減 少 して

い る．
　1897年以 降 に お け る構 成 比 の 減 少 傾向 は，そ の 他の 商

工 業県で も見て とれ る．例えば ， 新しい 工 業 が急速 に発

達 しっ っ あ っ た Meurthe ．et −Moselle 県の 構成比 は，15．68

％。 （1897年）か ら15．37％。 （1903年 ）， 14．37％e （1909年 ）

へ と減 少 し て い た．本 稿 で い う商 工 業 県 とSe｛ne 県 （全 部

で 16県 ）の うち，1897年以降，構 成 比 を減 少 させ て い な

い 県は，Seine県 お よ び そ の 周辺 の Pas・de−Calais県 と

Seine・et・Oise県だ けで あ る．さ らに 本 稿 で い う商 工 業 県

の 他 に1897年以降構成比 を減少 させ て い る 県は ， Arden−

nes 県，　 Mame 県，　Meuse県 ，
　Oise県，　Aube 県，　Charente

県，Haute ．Vienne 県など で あ るが ，
こ の うち前 5県 は フ

ラ ン ス 東 北 部 の 先進工 業地域 に 存在 して い る
ω ．以 上 の

（Se三ne 県お よび その 周 辺 2県 を除 く）全 20県の 構成 比 合

計 は，516．21％D （1897年）か ら411．57％。 （1909年）へ と

減 少 した．こ の よ うに見 えて くる と，1897年以 降，商工

業 が 発達 した県に お い て 銀行 券流通 が 相 対 的 に 減 少 し た

こ とは疑 い ない 事実 とい えよう．

　 で は ， 逆 に ，
1897年 以 降 の 銀行券流通 に お い て ど の 県

が 構 成 比 を増 大 させ たの で あ ろ うか．まず，先 に述べ た

Seine県 と その 周辺 2 県を上 げ る こ とが で き る．　 Seine県

は最 大の 通貨供給県 で あ り，同県か ら流出した通貨が こ

れ ら周辺 2 県 に 大 量 に 流 通 して い る ため 構成比が 増大 し

た と考 え ら れ る 〔2］．し か し，Pas−de・Calais県 とSeine−et−

Oise県 の 構 成 比 合計 は，1897年 （35．39％。）か ら1909年（42．

14％。）に か け て 微 増 して い る に す ぎ な い （Seine県 は その

構成 比 が対全国比 で算出されて い る の で こ こ で は考察 か

ら除外 さ れ て い る）．つ ま り商工 業県の 構成比 が 100ポ イ

ン ト以上 も減少した の は，広範 に広 が る 多数 の 農業 県 で

そ の 構成比が 増加 した か らで ある．それ らの 農業県は地

域 的 に 5 グル ープ に 分 類 で きる．

　
．
  ブ ル ター

ニ ュ 地 方．こ の 地方 は 19世 紀 末 か ら農 業 生
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第 3 − 1 図　構成比 （各県集計額÷全地方県の集計額）の推移 二銀行券

］1一業県

轢 県 （B 。 ・ ch ・ ・
−

　　　　　　　　　　　
農 業

鷺 篇誹
　　　　　　　　　　　 ワ ール 地方

　　　 　　　 　　　　 　 −L 。i・e 駒

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　 　
　　　　　　　　　　　
　　　 　　　 　　　　 　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

　　 　　　　 　　
w 吋賜。…　　9D 吟。

農業県 ：中央 山塊 地方 〔CanTa！県1．　　
°。

ワ

．冫
  ．　 ／

評
… ∪… … °

　
り
e 　ロ　t 　o　

s

　 1878 　　　　　　　　　　　　1885　　　　　　　　　　1Sgl　　　　　　　　　　1897

出所　第 1章注   に 局じ 。だ だ し、構成比 は筆者に よる 算 出。

産が 急速 に 伸び た こ と で 知 られて い るC3）．増 加 分 の 大きさ

の 順 に 列挙す る と，Ille−et −Vilainevaは11．96％La （1897年）

か ら44．02％。 （1909年 ， 以 下 同様）
1
へ

， COtes・du・Nord県

は 6，32％oか らII．94脇 へ
，
　Fin減   e 県は IO．25％ロか ち ll，．96

％eへ ，そ し て，Morbihan県は5．81％。か ら7．39％o
へ と， 4

県全 体で は34，3端 。か ら75．31％。
へ と増加 して い る （1 県

当りIO．24ポイン トの 増力ゆ．

　  地 中海 沿 岸 の 葡 萄お よび 商品 作物生産 kH　．　H．erault県

1903
刷＿＿＿＿一＿⊥ −
　 　 　 　 1go9

は 24．24％。か ら34．fio％，
へ ，　V　ar県 は5．77％。か ら8．96％Clへ T

Gard県は8、48％。か ら11．24％。
へ ，　Drδme 県 LS7．21％oか ら

8．65％Dへ ，そ して ， Vaucluse県c4）
は8．73％、か ら9．28％oへ

と，5県全体 と して 54．43％oo （1897年）か ら72．13％o （1909

年）へ と増加 した （1県当 D3．54ポ イ ン 1・の 増 加 ）．

　  最 大の グル
ープ は ，ロ ワール 河流域 の 諸県で あ る臥

Eure．et．Loir県は 7．49％，カ・らll、79％eへ ，　 Deux−Sさvres 県

は5．33％oか ら8．／5％。へ ，Loir・et −Cher県 は4．83％。か ら7、3 
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％。
へ ，Vend6e 県は 5．43％。か ら7．86％。

へ ，　Sarthe県 は 1  ．

48％。か ら12．48％。
へ ，Maine −et −Loire県は 9．61％。か ら11．

28％。
へ ，そして Indre県は4．89％oか ら5．55％Dへ と，7 県全

体 と して48，06％o （1897年）か ら64．41％。 （1909年）へ と

増加 して い る （1県当 り2．34ポ イ ン トの 増加）c6）．

　  ピ レ ネー地 方の 諸県．Haute・Garonne県は6．43％。か

ら 10．96％。
へ ，Basses・Pyr6n6es県 は 10．31％。か ら 13．33％o

へ
，
　Landes県は2．89％oか ら5，56Y，　，へ と， 3県 全 体 として 19．

63％。 （1897年 ）か ら29．85％。 （19G9年 ）へ と増加 して い る

（1 県当 り3．54ポ イン トの 増 加）．

　  ア ル プ ス 地方の 諸県．Haute −Savoie県は2．32Y。eか ら

4．40％oへ ，Savoie県 は4．64％oか ら6，31％。
へ

，
　Jura県は 5．

03％vか ら5．69％oへ ，Basses・Alpes県は 1．96％oか ら2．61％o

へ ，そ して，Hautes・Alpes県 は 1．85％。か ら2．23％。
へ と，

5県 全体 と して 15．80％。 （1897年）か ら21．24％。 （1909年 ）

へ と増 加 して い る （1 県 当 り1．09ポ イ ン トの 増 加）．

　か くて，1897年以降，銀行券流通 量 は商工 業 県（Seine

県 と その 周 辺 2県 を 除 く） と東北 5 県その 他 に お い て相

対的 に 減少 し， 逆 に
， 農業 県 に お い て 相 対的に 増 加 した

こ とが わか っ た．従 っ て ， 先 に見 た よ うに 銀行券流通残

高 増 加 は 1890年 以 降加 速 化 さ れ て い る の で あ る か ら，こ

　 の　　 ■　　 ■　　 ■　　　　　 　　　 サ　　 コ　　 ロ　　 e　　　　の　　　　　．　　．　　コ　　　　　サ　　．　　’　　．　　コ　　の　　コ
の 加速 化 を促 進 した の が ， ユ890年 一97年 の 間は商工 業県，

1897年 以 降は 農業県で あ っ た と い え よ っ ．

　 2　金貨
「
（10F ・20　F）　　　　 （第 3 − 2図参照）

　金貨 に つ い て も1909年 に お け る各 県 の 構 成 比 の 分析 か

ら， 3 つ の 大 集中地域 と 2 つ の 小集中地 域 を指 摘 で き る．

  Seine県 （対 全 国比 で 18．15％〉，　 Seine・lnf，県 （対全地

方県比で 26．48％。，以下すべ て 対全 地 方 県 比 ），そ して，

Seine−et・Oise県 （25，41％。），  Nord 県 （37．47％。）とPas−

de・Calais県 （29．16％。〉．  リヨ ン を中心 に 広が る Rhane

県 （32．70％e），Loire県 （12．95％。），
　 Isさre県 （17．25％o ），

そ して Puy・de・D6me 県 （21．37％。）．さ らに，小 集中地 域

と して ，  Gironde県（21．90％，）とCharente・lnf．県（17．

09％。）．  B ．・du・Rh ．県 （21，74％。）．つ ま り，本 稿 で い

う大商工 業県 と以 上 の 金 貨集中地 域 とは （  を除い て 〉

ほ ぼ
一

致 して い る．

　 各 県構 成 比 の 30年 間 に わ た る推移 に よ っ て 2 つ の 大 き

なグ ル
ープ を析出す る こ とが で き る．第 1 グル

ープ は ，

構 成 比 が 1878年 か ら1891年 また は 1897年 に か けて 減少し

（つ ま り， 1891年 ま た は 1897年 に 最低値 を取 り〉，その 後

増加す る とい う推 移 を大 む ね 示 して い る諸県で あ る．第

2 グ ル ープ は，逆 に ，構 成 比 が 1878年 か ら1891年 また は

1897年 に か けて 増加 し （つ まり，1891年 ま た は 1897年 に

最大値を取 り）， そ の 後減少す る とい う推移を大 む ね 示 し

て い る諸県で あ る．

　第 1 グル
ープ に 属す る 主 要 な県は 本稿 で い う工 業県で

あ る．例 えば ， Nord県 は 1878年 に 37．44％。で あ っ た が ，

1891年 （30．44％。）と1897年 （29．15％o）に か け て減 少 し，

その 後1909年 （37．47％。）に向けて 増加す る．こ れ を同 じ

よ うな構成比の 動 きは，Pas−de−Calais県 ，
　 Meurthe・et・

Moselle県 ，
　Aisne県，　Vosges 県，　Sa6ne ・et −Loire県で も

見 られ，こ れ らに 傾向的増加 を示 すlsere県 とLoire県を加

之 る と，本 稿 で い う工 業 県 の 大部分 が こ の グル
ープ に 属

す る とい えよう．構成 比 の 同様 の 動 き は，Rh δne 県（第 1

グル
ープ に属す る唯

一
の 商業県） と，フ ラ ン ス 東 北 部 の

Ardennes県 （工 業 は 良 く発 達 して い る），
　 Haute −Marne

県，Meuse 県で も見 られる．以上 の 12県の 構 成 比合 計は ，

1878年 に 235．73％。で あ っ た が ，1891年 〔192，20％D）と 1897

年 （185．39％。）に か け て 減 少 し， そ の 後 1909年 に227．36

％。に まで 増 加 して い る．

　第 2 グ ル
ープ に 属する 県は 大 き く 2 つ の 群 に 分 け られ

る．第 1群 は，ロ ワ
ー

ル 河流域 に 広が る農業県で あ る．

例 えば ， Eure・et・Loir県 は 1878年 に 11．04％、で あ っ た が ，

1891年 （14．54％∂ に か け て 増加 し ， そ の 後 1903年 に最低

値 （9．75％，） を記録 して い る．こ れ と同 じよ うな構 成 比

の 動 きは ， Allier県 ，
　Indre県 ，

　Indre・et・Loire県，　Loir−et−

Cher県，　Loiret県，　Maine −et−Loire県，　Sarthe県，　Vienne

県 ，
Haute −Vienne 県で も見 ら れ た．こ れ ら1 県 に ，構 成

比 が 傾向 的 に減 少 して い る 8 つ の 農業県 （必ず しもu ワ

ール 河 周辺 に 存在 す る わ け で は ない ），す なわち，Calvados

県，Charente県，　 Corse 県，　 Creuse県，
　 Eure県 ，

　 Haute・

Garonne県，　Lot−et−Garonne県，　Tarn 県を加えた 18県が

この 群 に 属 して い る．こ れ ら18県の 構 成 比 合計 は ，
1878

年 に 177．20％。で あっ たが，1891年 （215．23％。） と1897年

（219，02％o）に か け て増 加 し，その 後 1909年 に は 164．88

％D に まで 減少 して い る．

　 第 2グ ル
ー

プ の 第 2群 は，本 稿 で い う商業県で あ る．

例えば，Gironde県は 1878年 に 11．91％。で あ っ た が ，1897

年 に最高値 （27．31％o ）を取 り，その 後 1909年 （21．90％D）

に か け て減 少 して い る．B ．・du・Rh ．県 と Loire・lnf．県

の 構成比 も大 む ね こ の よ うな動 き を辿 る．以 上の 3県に

工 業 県の ひ とつ Somme 県を加えた 4 県の 構成 比 合 計は，

1878年 に64，44％。で あ っ た が ， 1897年 （97．16％。）に か け

て増 加 し，その 後 1909年 に は 75．17％。1こ まで 減 少 して い る．

　 とこ ろで，第 1表 で 見た よ うに 現実 に 流通 過 程 に あ る

金 貨 量 （フ ォ
ーヴ ィ ル 系 列〉は，1878年 か ら1891年 （景

気下降局面） に か け て 減 少 （主 に 退 蔵 過 程 が そ の 余 分 な

金 貨 を吸 収 ）し， 逆 に
，

1891年 か ら 1909年 （ほ ぼ 景 気 上

昇 局面 と一致）に か け て増 加 （退 蔵過 程 も金貨を供給）

一12一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Political Economy and Economic History Society

NII-Electronic Library Service

The 　Politioal 　Eoonomy 　and 　Eoonomio 　History 　Sooiety

1870年代一1914年 の フ ラ ン ス に お け る通貨流通 （中川）

第 3 − 2図　構成比 （各県集計額÷ 全地方県の 集計額〉の 推移　金貨
（O ／OO）

1DOgo80706050
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地 方

出所　第 1章注   に 同 じ e た だ し、構成比 は筆者 による算出。

した．こ の 仮説 が 正 しい とす る なら ば，景気下降局面に

お け る金貨流通量の 収縮 は ，
1878年 一1891年 （また は 1897

年） に 構成比 を減少 させ た 第 1 グル
ープ の 工 業 県 にお い

て よ り急速 に進 行 した （従 っ て
， よ 1）多 くの 金 貨が 退 蔵

さ れ た ）こ と，そ して，景気 上 昇 局 面 に お け る金貨流通

量の 膨 張 は，1891年 （ま た は 1897年）− 1909年 に 構成比 を

増大 させ た 同 じ く第 1グ ル ープの 諸県に お い て よ り急速

に 進行 した （従 っ て ，よ り多くの 退 蔵金 貨が 放出 され た ）

こ と を意味 す る，こ の こ とは ， 「退蔵 は 農村地 域で 盛ん で

あ っ た 」 と い う常識的な 見解 と全 く正 反 対 の 事実 を指 し

て い るが
， しか し　  フ ロ

ー
硫 通量） に お い て 金 貨が

一
部の 商工 業県に 集中 して い た こ とは すで に指摘 した。

ス トッ クの 県別分 布 に 関 して は 相続税 統計に 依拠 した

Paul　 CORNUT の 研 究 か ら知 る こ とが で きる．それに よ
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る と，確か に 現 金 通 貨 （銀 行券
・金 貨 ・銀 貨）の

一
人 当

た りの ス トッ ク に 関 す る か ぎ り，ロ ワ
ー

ル 河 流 域 の 農業

県 （例えば，Indre−et −Loire県は 1908年 に 59　F ）は東 北 地

方の 先進工 業県 （例えば，1908年の Nord県で は35　F ）に

比 べ て少 しも遜色な い 。だ が ， 県全 体の ス トッ ク を比 べ

る と，工 業県（同 じく1908年 に Nord県 は6，800万 F ）は農

業 県 （Indre・et・Loire県 は2，700万 F ）に 比 べ て よ り 多 くの

現 金通貨を保持 して い る
の ．  フ ラン ス 銀行 の 支 店 長 月例

報 告 に よ る と，7  年 代 お よ び 80年 代 の 通貨危 機 に 際 して

まず最初 に 「通貨 の 枯渇」p6nurie 　du　num6raire に見舞

われ た の が 工 業都市で あり，た ちまち労働者へ の 賃金 の

支払 に 窮 した とい う．通 貨危 機の 農村 地 帯 へ の 波 及 は そ

の 後の こ とで あり，程度も軽か っ た CS）．以上 の  と  か ら，

工 業 県 に あ る金 貨 は農 業 県 に あ る金 貨 よ り も多量 か つ 流

動的で あ り，景気 変動 に 敏 感 に 反 応 した と考 え られ る．

　 さ ら に，  本 稿 の 推 計 で は，退 蔵金 貨量 は 1878年 か ら

1891年 に か けて ，
つ ま り， 「大 不 況 」の 最 中に 増加 した が ，

こ の 時期，農業地域 と工 業地域 との 間の 交易条件
〔91 は，農

業生 産 物 の 価 格 が 工 業 生 産 物 の 価 格 よ り急速 に 下 落 した

ため ， 19世 紀 を通 じて初 めて農業 に とっ て不利 とな っ t：（’° ）．

農 業 に お い て 商品 交 易条件の 不 利 化 を補 うだ け の 生産増

加 は見 られ なか っ た 以 上，こ の 時期 に 金貨退蔵量 が 増 加

し た とす れ ば，そ れ が 可能 で あ っ た の は 工 業地域 で あり，

農業地 域 で は なか っ た．そ して，19世 紀 末 な い し20世 紀

初 頭 以 降，逆 に退蔵過程 か ら流通過程 に 金貨 が 供給 さ れ

た とす る な らば，そ れ が可 能 で あ っ た の は，こ の 時期 に

再 び 交易条件 が 不利化 し，か っ ，前 時期 に 金 貨 を退蔵 し

た工 業地 域で あ っ た．

　 3　 銀 貨 （5F ）　　　　　　　 （第 3 …3図参照 ）

　県別構 成 比 の 分 析 か ら1909年 に お け る二 大 集積 地域 を

析 出 で き る．  Seine県 （全 国の 16．31％） とそ の 周 辺 4

県 〔Seine−lnf．県，　 Oise県，　 Seine−et−Oise県，　 Seine−et・

Mame 県〉の 5 県は，全集計銀貨 の 22．20％を集積して い

た．  北 部地 方の 5 県（Nord県，　Pas ．de・Calais県 ，　Aisne

県，Ardennes県，　 Somme 県）は 全 集計銀貨の 19．45％ を

集積 して い た．従 っ て，バ リ と リ ル の 間 に 広 が る わ ずか

10県 に全国の 40％ 以上 の 銀 貨 が流 通 して い た．さ らに小

集積地 域 と して ，   リ ヨ ン を中心 とす る 3 県 （Rh6ne 県，

Loire県，　 Isere県）が 全 国の 約6．71％，  ボ ル ドー周辺 の

4 県 （Gironde県，　 Lot・et・Garonne県，　 Charente県，

Charente・lnf．県〉が約4．84％の 銀貨 を流通 させ て い た ．

　県 別構成比 の 推移 を見 る と，Seine県（こ の 県の み 対全

国比 ），
Nord 県 ，

　Pas ・de−Calais県，　Rh6ne県，そ して Loire

県な ど の 上 位 の 代 表 的 な商工 業県は ほ ぼ 順 調 に構成比 を

増 加 させ て い る．例 え ば，Nord県 の 搆 成 比 は ，38．49％。

（1878年），58．05％o （1885年），71．32％o （1891年），69．

85％D （1897年），114．52％o （1903年）， 134．08Y，， （1909年〉

とい うよ うに，1897年 の わ ずか の 落ち込 み を除い て，急

速 か つ 不 断 の 増加 傾 向に あ っ た．こ の こ とは，以上 の 商

工 業県に お け る 銀 貨 の 相 対 的 集積 が 景 気 変 動 か ら大 きな

影響 を受けずに継続的に進行 して い た こ とを示 して い る．

　 1876年 以 降，銀 貨 は 新 た に 鋳造 され な か っ た た め に ，

7G年代後半 か らフ ラ ン ス に お い て 流通 して い た 銀貨 の 総

量 は 減 少 しつ つ あ っ た．従 っ て，銀 貨 を 流通 過 程 の 外へ

流 出させ て い た 地域 が 存在する は ずで ある。

　銀 貨流 出地 域 は，ま ず第
一

に フ ラ ン ス 北西部，と くに

ブ ル タ
ー

ニ ュ 地 方の 諸 県で あ る．Cδtes・du−Nord県，

Finist6re県，　 Ille−et・Vilaine県，　 Mayenne県，　 Maine ・et・

Loire県，　 Deux・S6vres県，　 Eure県，　 Calvados県，　 Indre

県，
Indre・et−Loire県，　 Loire−lnf．県，　 Sarthe県，　Orne県

の 13県 は，1878年 に構 成 比 合計が 209．84％Q で あ っ た が ，

1909年 に は 113，40％。に すぎなくな っ て い た
〔nl．そして，

第 二 は 山 岳地 方 の 諸 県 で あ る．中央山 塊 地 帯 （Haute ・

Loire県 ，
　 Cantal県 ，

　 Corrさze 県，　 Lozere 県，　 Lot 県，

Aveyron県） と そ の 周辺 県 （Tam −et −Garonne県，
　 Dor・

dogne 県，　 Landes 県），ピ レ ネ
ー

山 脈 （Basses−Pyren6es

県 ，
Haute −Garonne県 ，

　 Gers県）， そ し て ア ル プ ス 山脈

（Hautes−Alpes県），こ れ らの 13県 は，1878年 に構 成 比 合

計が 93．68％。で あ っ た が，1909年 に は 47．18％。に すぎな く

な っ て い る．

　1870年代後半か らの 銀 貨 ス トッ クの 減 少 は以 上 の 地 域

か らの 銀貨流出に よ っ て促進 され た が ，こ の 地域 か ら流

出 した銀 貨 は 国外へ 輸 出 され た だ け で な く，国内の 商工

業 県 に も移 動 した と考 え られ る．構成比 を増加 させ た 商

工 業 県は 収 集銀貨の 絶対額も増加させ て い る場合が 多い

か らで あ る．

　 4　 現金通貨の 偏在 と 三 っ の 対比

　 以 上 の よ う に 『調 査 』 の 分 析 か ら，まず，ご く少数の

県 へ の 通貨乎段の 集中が 明 らか とな っ た．つ ま り，現 金

通貨は ， Seine県，　 Nord 県，　 Rhδne 県，　 B．−du−Rh．県，

Gironde県，
　Seine・lnf．県な ど の

， 大都 市 を有 し， 商工 業

が 著しく発 達して い た 県 に 集中 して い た．な か で もSeine

県の 比 重 は 際立 っ て 高 く，1909年 に は 対全国比 で 約 40％

の 銀 行 券，約 18％ の 金 貨 ， 約 16％ の 銀 貨 を集中 して い た ．

そ して，以上の 6 県で ，同じく1909年 に，53．93％の 銀行

券 ，
29，63％の 金貨 ，

37．92％の 銀貨を流通 させ て い た．

　さ ら に，『調査 』の 分 析か ら，第
一

次 大戦前 の フ ラ ン ス

の 通 貨流 通 （預 金 通 貨 を除 ⇔ に は，三 つ の 対
’
比 ， す な
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1870年代
一1914年の フ ラ ン ス に お ける通貨流通 （中川）

第 3 − 3図　構成比 （各県集計額÷ 全地方県の 集計額）の推移　銀貨
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出所　第 1章注〔4）に同 じ 。 た だ し、構 成比 は筆 者 に よ る算 出。

わ ち，  商工 業県
・農 業 県，  銀行券 ・金 貨

・銀 貨， 

景気の 下降局面
・上 昇 局面 とい う対比が存在するこ とを

指 摘で き よ う．それ を簡単 に 要約 す る と次 の ようにな る．

商工 業県は 景 気 下 降局面に お い て 銀行券流 通 の 構 成比 を

増 大 させ て ，そ の 流通 量 増加 を促 進 した が ．逆 に，景気

上昇 局 面 に な る と農 業 県が 構成 比 を増 大 させ て，そ の 流

通量増加を促 進 した，金貨 につ い て は 銀行 券 とほ ぼ 正 反

対 の 動 きを示 し，工 業県は 景 気 下 隆 局 面 で は 權成比 を減

少 させ て，金貨 流通量の 収縮を促進 したが
， 景気上 昇．局

面 で は 逆 に 携成比 を増大 させ て，金貨流通量の 膨 張 を促

進 した．農業県と商業県は こ れ とは逆 の 構成比 の 推 移 を

示 した．最後 に，銀貨に つ い て は ．景気変動 とは ほ ぼ無

関係 に，持 続 的 に 農 業 県 か ら流 通 過 程外 へ ，お よび商工

業 県へ と移動 して い た．

（1） 従 っ て ，真の 例外 的存在 は 後 の 2県だ け とい えよ

　う．Charente県は 酒の コ ニ ャ ッ クで 有名 で あ る が
，

　そ の 産業 は 19世 紀 後 半 以 降，停 滞 し て い た．Cf，

　AUFFRET ，　 M ．　 et　 al．，　
ttLes

　inEgalit6s葩gio−

　nales 　de　croisg．　ance 　Clans　Pagrictllture　fran．

　caise ，1823−1939．．、
”in　FLINN ，　 M ．，　 ed．，　 Pro−

　ceedingS 　 Of　 the　 Seventh．∬nternational 　 Econo−

　mic 　　Histo門：y
’
　 Congress，　Edinburgh，　1978，　pp，

　215．227．．一方 ， 同 県 に は，コ ニ ャ ッ ク が 重 要 な輸 出

　品 で あ る た め に 輸 出金 融 に 携 わ る地方銀行が 比 較的

　多 く存在 して い た．金融業 が 発達 し，歴 史的 に 銀 行

　券流通量が 大 きか っ た こ とが経 済不振 と相俟 っ て 同

　 県 の 銀 行 券構成 比 の 低下をもた らした と考 之 られ る．

  　現 金 通 貨の 地 理 的 移 動 〔＝ 循 環 ）につ い て は 差し

　当 りtPLESSIS ，
　 Alain，　

ttRecherches

　pour　un

　portrait−type　d
’

une 　succursale 　de　la　Banque　de
　 France　sous 　le　Second　Empire”，　 R 劇 麗8　du

　 No7曷 No，192，　 janvier　 1967
，
　 p．43、
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土 地 制 度 史 学 第 99 号

  　 「こ の 地域 〔ブ ル ターニ ュ 〕 の 農業生産 増加 は 常

　に か な り高 か っ た ．」 （PAUTARD ，　 J．，　 Les　 dis一

　加 癬 凄S γ  0 ηα’εSdans 　 la　 crodSsance 　 agn
“
cote 、

　Paris，1965，　p．58．）

（4） 19世紀末以降の 同県の 繁栄に つ い て は，農民の 相

　続財産関係 史 料 を分 析 した 次 の 研 究 が 興 味 深 い ．

　 MESLIAND ，　 Claude，　
ttLa

　fortune　payanne

　dans　Ie　Vaucluse 　（ユ900−1938）
”

，　Annales，　E．　5L

　（1，　1967，pp．　88・136．
（5） 「ロ ワ

ール 河 の 河 ロ か らSa6ne ・et−Loire県まで の 中

　位 の フ ラ ン ス la　France 　m6diane 」 （DUBY ，　G．　et

　WALLON ，　 A ．，飆 ，　 HiStoire　 de 盈　France

　？urale ，　T ．3
，
　Pari5，1976，　p．403．） は，19世紀末

　以降，穀物生産 と畜産業 との 適切な結合 に よ り， 農

　業生産を大 い に 増 加 させ た．

（6） ロ ワ
ー

ル 地 方 にあるIndre−et −Loire県の 農民の 所 得

　 は 1892年 か ら1912年に か け て 非常 に 増 加 して い る．

　　（POPEREN ，　 J．，　 
’6tude　historique　de　la

　comptabilit ξ de　 1’

agricu ！ture： 1’exernple 　 de　 P

　 Indre−et−Loire”，　Revue　hiSto7i（iue，　T ．　238，　1967，
　p．329，）社会経済構造が 似て い る同地方の 他 の 県

　 に もあ る程 度敷 衍 して 考 え る こ と が で き よ う．同 地

　方 の 社会経済構造 に つ い て は ， フ ラ ン ス 地方史研究

　 の 代表的業績DUPEUX ，　G ．，　 ASPects　 de　 l’hiStoire
　 so 磁 ‘8　 et　 Politique伽 Loiret−Cher，ヱ848−1914．

　 Paris，1962
，．632p．を参照．

（7） CORNUT ，　 op．齬ム．　 pp．164，495　 et 　 517．
〔8） 同 史料 に は，1871年 10月の 通貨危機が各地 に波 及

　 す る状 況 が 細 か く記録 さ れ て い る．「現時点 で 最 も焦

　眉の 出来事 は通貨危機 で ある．まず しば ら くの 間パ

　 リに 現 わ れ た後 ，
こ の 恐 慌 は地 方 に も出現 し，混 乱

　 を引き起 こ した ．数多 くの 支 店 ， と りわ け工 業都 市

　 の 支 店 が ， 産 業 家 た ちは 賃金支払 に 大い に 窮 して い

　 る と報告 して い る．」さ らに 各地 の 窮 状 を報告 した後，

　　「現 在 まで の とこ ろ ， 西部 地 方 〔ブ ル タ
ー

ニ ュ ，ノ

　 ル マ ン デ ィ
ー，ロ ワ

ー
ル 河下 流〕は フ ラン ス 全国の

　 中で 最 も影 響の 少 な い 地 域で あ る．」 （R ．R，　 D．　 S．，
　 nov ．1871）
〔9）　 〔農業生 産 物 価格 指数／工 業生産物価格指数〕 に

　 よ っ て 表わ さ れ る．つ ま り， 農工 間の 相対価格で あ

　 り， 「農村 の 真 の 購買力を測 る」基 準で あ る （LEVY ・

　 LEBOYER ，　 M ．，　
t【La　 croissance 　 6conomique　 en

　 France．．．”，　Annales　E．　 S．　 C．，1968，　p．794＞．
（10） Id．，　

t’L，h6ritage　 de　Simiand，．．
”
，　 ar し　cit6 ，

　 Fig．4 （Te   es　d’∈change 　int6rieurs），　p．102．
  　一般 に，銀 貨 は賃金 支 払 の た め に 工 業都 市 で 重 視

　 され，金貨 は 農民 た ちか ら好 まれ る傾 向 に あ っ た．
　 た だ ブ ル ター

； ユ 地 方 の 農民 は例外 の ようで （銀 価

　 格 の 低 落 以 前 は ）銀 貨 の 方 を金 貨 よ りも好 ん だ とい

　 う。農民 の 銀 志 向 は珍 しか っ た らしく，フ ラ ン ス 銀

　 行支店長 月例報告 に は しば しば そ の 記述 が み え る．

　 例 えば ，
レ ン ヌ支 店長 （llle・et−Vilaine県）に よ る と，

　　「5F 銀貨は 当 市の すべ て の 商業 活動 か ら強 く求 め

　 られ 続 け て い る．銀 貨 が 当支店窓 口 に戻 っ て くる こ

　 と は ほ と ん ど な い の で，過 去 一年 間 に本店 か ら 当支

　 店 に 1，000万 F以 上 の 銀貨を送 っ て もらわ ざる をえ な

　 か っ た。銀貨 は バ ター
買付 の た め に農村の 方へ 拡散

　 して し まうの だ．とい うの も，バ タ
ー

買付 は現 金 払

　 で行われ，しか も，農民 た ちは金貨 よ りも銀貨を好

み ，金 貨 は ご くわずか しか 受 け取 ろ うと しない か ら

で ある．」（R．R．　D ．　 S．，　d6c．1874＞1870年代後半

以降，こ の 地 域 か ら流 出した 銀貨 は 主 と して農民 た

ち が抱えて い た か か る銀 貨 だ と考 え られ る，

V 　 1890年代の 通貨構造 の 転換

　なぜ ，こ れ らの 対 比 が 見 られ るの だ ろうか ．互い に 関

連 し，錯綜す る三 つ の 理 由を上 げ る こ とが で きる．

　1　商工 業県 と農業県の 金 融 的 格 差

　6度の 「調 査 』 に お い て ，銀 行 券 ・金 貨 ・銀 貨 の 集計

値は，い ずれ もご く少 数の 大 商工 業県 に集中して い た，

こ の こ とは，商工 業県 と農業県 との 間 に 現金通貨流通量

の 大きな隔 りが あ る こ とを示 して い る が，銀行業 の 発達

の 面 で も大 きな格差 が 存在 した。そ の 直接 の 結果を預金

通貨 の 発達の 格差 に 見る こ と が で きる．

　銀行通貨 （要求払預金 ＋ 振替）の 正 確な地理 的分布 を

確定する こ とは 困難 で あるが
1），パ リの 国立 古 文 書 館 に残

されて い る地 方銀 行 の 営業報告書に よ っ て 知 る こ とが で

き る各銀行 の 負債勘定 （預 金，当座預金その 他｝は，地

域 ご との 預金の 推移 の 指標 と見なす こ とが で きよ う（Z｝．

　第 4 図は ，同 史料 にお い て 営業報告書が 多少 と も長 期

的 に 残 さ れ て い る すべ て の 地 方 銀 行 につ い て，そ の 当座

預 金 残 高 な い しは預金残高の 推移を表わ した もの で ある．

　第 4 − 1 図 か ら もわ か る よ うに ，工 業県 （Nord 県 と

Meurthe−eVMoselle 県）に 存在 した諸 地 方銀行，すなわ

ち，Soci6t6　Nanc6ienne　de　Cr色dit　Indtistriel　et

D6p6ts （3，，　 Cr6dit　du　Nordc4〕，　 Banque 　Renault　et

Cie⊂5），　 Banque　R6gionale　du　Nord（6｝
，　 Banque 　du

Nord　et　du　Pas・de・Calaisω の 当座預 金 （ま た は 預金）

残高は，Banque　 Regionale　 du　 Nordを除 い て ，すべ

て 急速 に 増加 して い る．例 え ば，Cr6dit　 du　 Nordの 当

座預金 は，1880年 一1912年 に 年平均 5．27％ の 増 加 率 を記

録 したが，こ れは ，Cr6dit　Lyonnaisの 要求払預金残高の

同時期 （1882年一1912年）の 年平均 増 加 率8．33％ に は及

ば ない もの の，Soci6tE　G6n6raleの 小切 手 口座残高の 増

加 率 3．72％ （1880年一1912年）を は る か に 凌 ぐもの で あ

っ た
〔s）．

　 第 4 − 2 図 か ら もわか る よ うに，商業県（Rh6ne県，　B．

du−Rh ．県，　 Gironde 県）に 存在 した 諸 地 方 銀 行，すなわ

ち，Banque　 Priv6e　 Industrielle，　 Commerciale，

Coloniale，　 Lyon・Marseillec9），　 Soci6t6　 Lyonnaise　 de

D6p6ts　 et　 de　 CrEdit　 Industriel（10 ），　 Soci6t6　Marsei −

llaise　de　CrEdit　Industriel　 et 　Cornmercial　 de
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D6p6tsM），　Banque　 de　Borde・

allx（IZ｝の 当座 預 金 （また は預 金｝

残高は ， 急速 に 増加 した場合 と

停 滞 して い た場 合 の 二 つ に分 か

れ る．こ の こ とか ら，商業県全

体 と して は 預 金 通貨は工 業県ほ

ど急速 に 増加しなか っ たの で は

ない か と考えるこ とがで きよう．

　 史料65AQ の 中 で 負債勘定 の

推移を多少 と も時系列的 に 辿る

こ とが で きる地 方 銀 行 は，以上

の 諸 銀 行 の 他 に は ，Caisse

Commerciale　de　Saint−Quen−

tin （Aisne 県）
Cls｝

，　 Caisse

Commerciale 　 d’Amiens

　〈Somme 県）〔1の，　 Comptoir

Mficonnais　 （Saδne −et−Loire

県）
【15 〕

，
Comptoir　d’Escompte

de　Reims （瓢 ame 県〉
“c），　Soci・

芭tE　 du　 Comptoir　 d’Escompte

de　la　Sarthe（Sarthe県）
｛17 ）

の

5銀行の み で あ る．第 4 − 3図

か ら もわか る よ うに，負債 （当

座 預 金 ， 預 金 な ど）の 動 きは，

例 外 な くす べ て の 銀行 に お い て

30年 間停滞 して い る．こ れ ら 5

銀行 の うち，前 3行 は本 稿 で い

うJX．業県，後 2行 が農業県に存

在 して い るこ とか ら，大商工 業

繋以外の 県に お い て は預 金通貨

の 発達 は 非常に 緩慢 で あ っ た と

推 定 す る こ とが で き よ う．そ も

そも農業県に は 年次 営 業 報告 書

を公 表 して い る ような銀行自体

まれな存在で あっ た。

　2　各通 貨 種 類 の 機能 と そ の

　　変化

　当 時の フ ラ ン ス の 通貨 （お よ

び 決済手 段）体 系 は 額面の下位

の もの か ら列挙す る と，  補助

鋳貨 （2F 以 下 の 銀貨 ・銅 貨 ・

ニ ッ ケ ル 貨）．  5F 銀貨 （ecil），

  金 貨 （leF ・20F ）
Cls），  フ

ラ ン ス 銀行券 （50F ・100　F ・SOO

　

　

o

　

　

l

第 4 − 1図 地方銀行 に お ける預金通貨の発達 ：工業県

　　　　　　　　 ｛単位 ：100万フ ラ ン 〉

　　　　 、　　！
　　　　　＼、　　！

　 　 　 　 　 ＼ ノ
Sociさ由　Nanc 色1ennu

　 ’厂！
’’

　　，

■
Ni

　 〆　 ’
　 ノ

げ’

Banque　Renauid
et 　CL ¢

LOO

櫓 80

第 4 − 2 図

1〔

1890

副 転
・

一
lgoe　　　　　　　　　　 玉9辷鯵

地方銀行に おける預金通貨 の 発達 ：商業県

　　　　　　　　 （単位 ：100万 フ ラ ン ）
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土 地 制 度 史 学 第 99 号

F ・10eOF）cle｝
，   商業 手形 〔額面平均365F ，1894− 99

年 ）
〔2 °），  小 切 手 （額 面平 均 5，800F）〔2’｝振 替，とい う

構 成 に な っ て い た ．小切 手の 際立 っ て 高い 額 面 が 注 目 さ

れ る こ とをは じめ と して，額 面上 で 各通貨種類問に か な

り明 瞭 な区分 が 存在 して い た こ とが わ か る．そ れ だ け に

機能面で の 相 違 も存在 して い た．

　補 助 鋳貨 は ，例 えば 19世 紀末の パ ン 小 売価 格 （1kg）

が 3  〜40サ ン チーム で あ っ た c22〕
こ とか らもわか るように，

日常 的 な買 物 に 欠か す こ との で きな い 重要 な 流通手段 で

あ っ た．しか し，そ の 供給 は 歴史的に 不足気味 で あ る う

え
（23｝，銀価格の 低落以 前 は，2F ・1F ・50c ・20c の

銀 貨は 民衆 に よ る退 蔵の 対象 と な っ て い た た め に ，通 貨

危機が 起 きる と真先 に 流通 過程 か ら消 えた四 ．ラテ ン通

貨 同盟 設 立 の 直 接 的 原 因 も，銀 の 小 額硬貨に 対す る 国際

的投機 を防 ぐため に 各国 の 協 定 に よ る銀 小額硬貨の 純分

の 引下 に あ っ た
  ．その 供給が 安 定 す る よ うに な っ た の

は，銀 価 格 の 低 落 に よ り銀 補助 鋳貨が 投機の 対象か ら除

外 され る とともに，5F 銀貨が 大量 に補助鋳貨へ と改鋳

され る よ うに な っ た 1890年 代以 降の こ とで あ る．

　金 属通 貨あう ち， 5F 銀 貨 と20F 金貨 （フ ォ
ーヴ ィ ル

の い う 「我国の 真 の 通 貨 単位」
  ）は，賃金支払 お よび

日常 支 出 と密接 に 結 び つ い て い た．1880年 頃 の 労 働 者 の

ICIo

lo

第 4 − 3 図 地方銀行 に お け る 預金通貨 の 発達

　　　　　　　　
「
（単位 ：100万フ ラ ン ）

第4 − 1− 3 図 出所 第 V 章注（3）か ら  を参照。

週 当 りの 平 均 賃 金 は ， 職 種 別 に 20F か ら30F の 間 に あ っ

た が 鋤 ，そ れ が ど の よ うな形 態の 時 間賃金 （日給
・
週給

・

隔週 給 ・月給）で あれ，労 働者 の 賃 金支払 に お い て は そ

の 金 額 の 幅 か らして金属通貨 が主要 に 使 わ れて い た こ と

が わ か る．特 に ，
日払 ま た は週 払 ， な い しは ， 低賃金 の

労働者の 賃金 は，ほぼ 5F 銀 貨 と補助 鋳貨 （つ まり，実

質的 価 値が 法定 価 値 を大 き く下 回 る鋳 貨） の み を も っ て

支 払 われ た．賃金 水 準 は ， フ ラ ン ス 全 体 で 1880年一84年

か ら1905年 一
〇9年 の 25年 間 に ほ ぼ 2 倍 に 上 昇 して お り，

特 に地 方の 工 業労働者の 賃金 上 昇 が 著 しか っ た．また，

労働者数も同 じく188e年一84年か ら1905年一
〇9年 に か け

て 7．5％増 加 して い る｛28 ）．従 っ て ，
フ ラ ン ス 全体 で ， また，

特 に 商工 業県に お い て，支払わ れ るぺ き賃金総額は 急速

に 増 加 す る傾 向 に あ っ た c29），さ らに，物 価 変 動 は 1896年

を境 に 上 昇 に 転 じ，生 計費も1896年頃 に は 低 fが止 ま t）　，

1904年 頃 か ら急激 に 上 昇 し始め た
c30 ）．従 っ て，　 H 常的 売

買 の 主 要 な決 済 手段 で あ っ た 金属 通 貨 は，人 口 が集中 し，

小売業の 発達して い る都市で 19世紀末以降，より多く必

要 と さ れ る よ うに な っ て い た ．か か る機 能 こ そ，19世 紀

末 以 降 ， 金 属通 貨 が 商工 業 県 （特 に工 業県 ） に 集中す る

傾 向 を もた ら した と い え よ う．

　
一

方，農村に お い て も，伝 統 的 な 土 地 細 分 化 （＝生 産

　　　　　　　　　　 物の 細分 化） の 故 に 「小額 の 支

：そ の 他 の 県
　　　　　　　　　　 払 手 段，す な わ ち鋳貨 が必要 と

　　　　　　　　　　 され て い る 」
c31）

うえ に ， 「小 作料

　　　 fe  ages は 金また は 銀の 正 貨を

　 　 　 も っ て支 払 われ な け れ ば な らな

　　　 い ．」
〔32，とい う規定 も1900年頃 の

　　　 小作契約 に 見 られた こ とか らも，

　　鬻鸞鷺鞠饗
。　　 うに ， 当時の フ ラ ン ス に お い て

　　　 は ， 都 市 で も農 村 で も金 属 通 貨

　　　 が 大量 に 流 通す る根拠 が 存在 し

　 　 　 た．

　　　　 フ ラ ン ス 銀 行券の （事実上 の ）

最 低 の 額面 は 50F で あ っ た が ，

こ れ は 当時 の 平 均 的 な労 働 者 の

数週間分 の 賃金 に 相 当 した．従

っ て，単純化す る と，金属通貨

が 日 常的 売買 ・賃 金支払 ・小 冂

の 農業取引の 決済の 主 要 な手段

で あ っ た の に 対 して ，銀行券は

主 と して 高 額 の 給 与 支 払 c3s）・大

口 の 商 ℃ 業取引の 決済 に 使用 さ
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れ た．ま た，フ ラ ン ス 銀 行 の 振 替 が 充分 に発達す る前 は，

小額 ・高額の い ずれ の 銀行券も遠隔地 へ の 送 金手段 と し

て大 き な役割 を果 た して い た ｛3 ‘），

　 と こ ろで ，先 に 見た ように 『調査』に よれ ば ， 1897年

以 降 ， 銀行 券 流通 量増 加 を加 速化 した の は農業県で あ り，

商 工 業県は 銀 行 券 流 通 量 を相 対 的 に 減 少 させ て い た．そ

こ で，上 述 の よ うに 「銀 行券 と鋳貨 との 間 に は或 る種の

機能的分 業」
 

が 存在 し，銀 行 券 （特 に 500F と1，000F）

が商工 業取引に お ける重要な決済手段 で あ っ た とすれば，

『調 査 」の 分 析 結 果 は，1897年 以 降，農 業 生 産 が 工 業 生

産 よ り も急速 に拡大 し，そ の 増大 した 取引量 の 決済 の た

め に 農 業 県 は よ り 多 くの 銀 行 券 を必要 と した こ とを示 し

て い る と い うべ きだ ろ うか ．だ が，経 済成 長 の 研 究 史 に

よ る と，農業生産は 1890年代半ば 頃まで停滞 し，それ以

降の 回 復 も緩 や か で あ っ た の に 対 して，工 業 生産 （特 に

石 炭 ・金属 ・化学な ど）は すで に 1880年代末 か ら急速 に

増 加 し始 め て い た
  ．従 っ て，事 実 は，工 業 生産 は農 業

生産 よ りも急速に 拡大し，その 取引量も増大した に もか

か わ らず，商工 業県 は，1897年以降 ， 銀行券へ の 依存度

を相対的 に 減少 さ せ た の で ある．

　 で は，なぜ，それ が 可 能で あっ たの か．前節で 見た よ

うに，預金通貨 は 商工 業県 （特 に 工 業 県） に お い て 急 速

に 発 達 し，農業県に お い て は 停 滞 して い た．つ ま り，1897

年 以 降の 商工 業県に お け る銀 行券流通 の 相 対的 減 少 は，

こ れ らの 県 に お い て 決 済 手段 が 銀 行券か ら預金 通 貨 に 移

行 しつ つ あ る こ と を意 味 して い た．逆 に，農業県に お い

て1897年 以 降，銀行券が 相対的に 増加 した の は，19世 紀

末 以 降の 「ベ ル ・エ ポ ッ ク」期の 農業発 展に 対拠する に

は，こ れ ら の 県で は フ ラ ン ス 銀 行 券 を用 い る よ り他 に 手

段 が な か っ た た め ，取 引量の 増 大 が 銀 行 券 流 通 量 の 増 大

に 結 び 付 い た か らで あ る．1890年代以降の フ ラ ン ス 銀 行

券 流 通 の 増 加 は 主に 50F と100F の 小 額 紙幣の 増 加 に よ っ

て お り， 500F と1，00eF の 高額紙幣 は ほ とん ど増加 しな

か っ た こ と
〔37 ｝も，取 引 単位 が小 さい 農村 に お い て 銀行券

流 通が 急速 に拡大した こ と を裏付 け て い る   ．

　3　 工 業 ・農 業 の 回 復 の ず れ と預 金通貨増加 の 本格的

　　加速化 の 遅 れ

　 1870年 代 以降 の フ ラ ン ス の 通貨 流通 に は 長期的に 見て，

景気 の 下降局面 と上 昇局面 との 間 に 対 比 が 存在した ．し

か し，第 1章 （第 1 図） と 第III章以 下 の 『調 査』の 分析

か ら，こ の ような景 気 の 下 降局面 か ら上昇局面へ の 転 換

に は，二 つ の 結節点 が 存在 して い る こ とが わか っ た ．第

1 図 に よ る と第
一

結 節 点 （90年 代初め ） を境 に，金貨 流

通量 は 減少 か ら増加 に 転 じ，銀 行 券流通量増加 は 加速化

局面 に 入 るが，預金通 貨増 加 は，幾分，鈍 化 した．一
方，

『調査 』の 分 析 に よ る と， 金 貨流通 の 空 間 的 ぱ らつ きは

同 じ く第
一
結節点 に 最小 と なり，以 後増大して い く．そ

して ， 第 1 図 に よる と， 預 金 通 貨増 加 が本格的に 加速化

さ れ る の が 第二 結節点 （90年代末）以降 で あ り，一
方，

銀 行 券 流 通 の 空 間 的 ば らつ き もこ の 時点 に か けて 最 大 と

なり，以後減少Lて い く．しか も，銀行券流通増加 を加

速 化 した県 の グル
ー

プ も第 二 結 節点 を境 に して 商 工 業 県

か ら農業県へ と交替 して い る．すなわ ち，景気の 下降局

面 か ら ヒ昇 局 面 へ の 転 換に 伴 フ て起 きた通貨 流 通 の 量 的

か つ 空間的構造の 転換は ，一度 に 実現 さ れ た の で は な く，

1890年代初め 〔9  年前後） と90年代末 〔98年前後 ）の 二

つ の 結 節 点 を経 て 実 現 され た ，こ の こ とを，質的 転 換 と

の 関連の もとに ど う解釈すべ きだ ろうか．

　先 に 見 た よ うに，大 不 況 か らの 立 ち 直 りは，工 業 に お

い て は 1890年頃 （つ まり，第
一．
結 節点）か ら開始した が，

農 業の 不 況 か らの 脱 出 は 遅 れ，よ うや く90年代 末 〔つ ま

り， 第二 結節点 ）頃か ら成長局面に 入 っ た ．従 っ て，1891

年か ら1897年に か けて 『調査』に お い て銀行券流通量 が

大 商 工 業 県で 飛 躍的 に 増 大 し，銀行 券流通 量の 増 加率 が

1890年を境 に1．47％か ら2．88％ へ と 2倍近 くに加速化 さ

れ たの は ， こ の 時 す で に 工 業 が 成長 局 面 に 突入 し，な お

か つ ，成 長 の 加 速 化 が 銀 行 券 流 通 の 増加 と結 び 付 い た 結

果で ある．とこ ろ が ，1899年以 降，商工 業県に お い て 預

金 通 貨増 加 の 本 格 的 な加 速 化 が 開 始 し，決 済 手段 が 銀行

券か ら預金通貨 へ と移行 しつ つ あ る一方 で ， 農業が よ う

や く成長局面 へ 突入 し，農業県に お ける銀行券に 対す る

需 要 が増 大 した の で あ る．

　す なわ ち，90年代 に お け る通 貨構 造 の 転 換 に あ た っ て

二 っ の 結 節点 が 生 まれ た の は，第
一

に，好 況 へ の 転 換が

工 業 と農 業 に お い て約 10年 間ずれ た こ と，第二 に，預 金

通貨 増 加 の 本格的加速化 が 工 業の 好 況 局面へ の 突入 に 約

10年 間遅 れ た こ と に よ っ て い る．フ ラ ン ス の 通貨構造 は，

1890年 代 初 め の 工 業 発 展 の 開始 に対 して も，また 1900年

代 初め の 農 業 発 展 の 開 始 に 対 して も，（預 金通 貨 で は な ⇔

銀行 券流 通量の 増加 を も っ て 応 えた の で ある．都 市で も

農村 で も，成長 局面 の 開始 に際 して預金通貨の 発 達が 間

に 合 わ なか っ た と こ ろ に，フ ラ ン ス に お い て銀 行券流通

量が 巨額 に の ぼ る必然性 を 見る こ と が で きる だ ろ う．

（1） 地 理 的分 布が知 られ て い る預金通貨 はわ ずか に フ

　 ラ ン ス 銀 行 の 当 座 預 金 残 高 （comptes 　 courants

　particuliers），しか も，そ の 1897年度分 まで で あ る．
　だ が，同行の 当座預金残高は，1890年 一94年 にお い

　 て フ ラ ン ス 全体 の 預 金 （要求払）総額 の 18％ に 当 る
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　に す ぎ ない （レ ヴ ィ
＝ル ポ ワ イエ の 推計 に よる．H ．

　E．S．　 F．，　 T．3，　 le「 voL ，　p．408）．
  　 こ の 方法 に問題 は 多い ．  地方の 個人銀行家

・
小

　銀行の 大部分 は営業内容を公 表 して い な い ．  公 表

　 さ れ た営業報告書 の すべ て が こ の 史料 （Archives
　Nationales； 65　 AQ 　 A＞に 残され て い るわ け で は

　な い ，  こ れ らの 営 業 報告書 に み え る要求払預金 と

　 い え ど も，必ず しも小切手発行 に用 い られ た とは 限

　らな い ．こ の 方 法 は，こ の よ うに 問題 が 多い が ，「地

　方 に お ける預金通貨」 とい う課 題 に対 す る， 差 し当

　 り唯
一の 接 近方 法 で あ ろ う．

（3）　A ．N ．65AQA962

〔4） A ．N ．65AQA753i
（5） A ．N ，65AQA836L

（6） A ．N ．65AQA750
  　A ，N65AQA756
（8） 筆者 が両 銀 行 の 営業報告 書 か ら算 出．
（9｝ A ．N ．65　 AQA234

（10｝　A ．N ．65AQA960 監

（11｝ A ．N 。65AQA961i
（12） A ．N ．65　 AQ 　 A 　 286bis

｛13） A ．N ．65AQA641
（14） A ．N ．65AQA28

  A ．N ，65AQA410
〔1G） A ，N ．65AQA835

（10　A ．N ．65AQA876

  　その 他 に も 5F か ら100F まで の 金貨 が 鋳造さ れ た

　 が ，20F 金貨 と10F 金貨 は，全鋳造金 貨総 額 の それ

　 ぞれ 84％ と15％ を 占め た （1911年 時点 ），（B ．S．　L ．

　（］．．　T ．74，1913，p ．478＞
  　それ以外 の 券種 （20F ・25F ・5，000F）も発行 さ

　 れ た が，例 外 的 で あ り，特 に50F 未満 の 極小額紙 幣

　 の 発行額 の 割合 は西 ヨ
ーV ッ

パ 諸国の 中で フ ラ ン ス

　が最 も低 か っ た．（DESCHARME ，
　P，，　Les　Petites

　 coupures 　de　biUets．　Paris，1911，332p）．
  　LEVY ・LEBOYER ，　

”La　 sp6cialisation 　 des
　 6tablissements　 bancaires” r

　 H ．　 E．　 S．　 E ，　 T ，3，
　 1e「 vol ．，1976，　 p．465．
（211 フ ラ ン ス 銀 行 の 本店に お け る 平均 （1912年 ）．フ ラ

　 ン ス 全体 で の 平均額 は もう少 し高 くなる は ずだ とい

　 う．ROULLEAU ，　 Gaston，　 Les　reglemen 　tS　 par
　 effetS　 de　 commerce 　 en 　 France　 et　 2 ♂協η z”9醐

　 Paris
，
1914，　 p．56．

  　SINGER ・KEREL ，　 Jeanne，　 Le　 cozat 　 de 蝕 vie

　 d 且 z腐 　de　1840 　41954 ，　 Paris，1961，　 p．300．
  　19世紀の 補助鋳貨の 歴史に つ い て は，次 の 著作 に

　興味深 い 記述 が 見られる．THUILLIER ，　G．，　
”Pour

　 une 　 histoire　 mon6taire 　 en 　 France ： le　 r61e 　des
　 monnaies 　de　cuivre 　et　de　billon”，　 Annaies　E ．

　 5 　（］．，　1959，pp，　65・90．
  　こ の 点 に 関する記述 は，R．　 R ．　 D ．　 S．に豊 富に

　 存在 す るが，整 理 され た研 究 として，　LETALLEC ，　 E．

　 J．，ttLa
　 circulation 　 du　 billon　 b　 Marselle，1807−

　 1921”，　Marselle，　No．1ユ2，　1978，　pp．　38−42；N（h113 ，

　1978，　pp．　57・63．
  　例 え ば

，
GOURNAY

，
　H ．

，
  es 　 monnaies 　divi・

　 sionnaireS
”
，　 Ecoitomiste　丿

francaiS，　20　nov ．1897，
　p，660．なお，ラ テ ン 通貨同盟 にっ い ては，権上，
　前掲論 文 ，注  と  を参 照．

  　FOVILLE ，　 A ，　
ttLe

　 recensement 　 mon6taire

　du　15　0ctobre 　1903”，　E ．　F．，　16　et 　23　avril

　1904，p．576．なお，法的通貨単位 は銀 （純 分 90％
　の 銀 59 が 1F ＞で ある．　 CttLoi　 mon6taire

・de

　germinal　 an 　 XI”

，　 B．　 S．　 L．（］．．　 T ．1，1877，　 pp ．

　42・44．）
  　　

ttPrix

　et　salaires 　compar6s 　de　1
’Europe　et

　des　 Etats−Unis”，　 B．　 S．　 L．　 C．，　 T．6，1879，　 p．
　 370．

  　LEVY ・LEBOYER ，　M ，
”La　d6c616ration　 de　r

　 6conomie 　francaise　 dans　la　 seconde 　 moiti6 　 du

　Xlxe　 siさcle
”

，　 Revue　 d’hiStorire　 gconomique　 et

　sociale，　1971，　 pp．490　et 　504．

〔z9） 例えば ，　Nord県 とPas−de−Calais県の 炭鉱 労働者に

　支 払 わ れ た年間賃金 の 総額 は，1880年の 4．369万 F か

　ら1913年 の 2億 1，365万 F へ と4．89倍（年平 均 増 加率

　4．93％）に 増 加 し て い る．GILLET ，　M ．，　 Les

　 ch励rbonnages 　 du　Nord 　 de　 ta　 France　aor　XiXe

　 ∫  〔ゴ6，Paris，1973，　 tab．28，　 pp．478−479．
   　SINGER ・KEREL

，　op ．　 cit．，　pp．　10 ・103　et

　planches　1，　2　et　3，
  　G ．　 ROULLEAU の 講演後 の 討論 に お け る Ed，
　THERY とG．　 ROULLEAU の 発 言．1．　 S．　 S．　P．，　 T．
　 55，　1914，　p．237．
  2｝ HUBSCHER ，　 R．，

”La　 rente 　 fonciere　dans　 le

　d6partement　du　 Pas・de−Calais　 au 　 cours 　de　 la
　seconde 　moiti6 　du　XIXe 　siδcle 　（1846・1914）

”
，

　Revue　histo7ique，　Na498，ユ971，　 p，375．
鮒 　給 与 支 払 に小 切 手 が使 用 され る こ とは な く，現 金

　 で支払わ れた．ALDRICH ，　 N ．　W ．，　Interviews　 on

　the　 Banking 　 and 　Currenay　 Systems　 Of　 Eng一
　 如犯 鳳　Scottland．　 France，　Germny ．　 Switzland
　 and 　 I幼 ．．．，Washington， 1910，　 p，245．
B4）　 「我国の 銀 行 券 の か な りの 部 分 が こ の ような 〔郵

　便 に よ る〕送金 に使 わ れ，印紙 税を免 が れ て い る，」

　（Directeur　 de　 Nevers）R，　 R．　 D ，　 S，，　 f6v，1877．
  　BOUVIER ，　

etL ’
extention 　des　 r6seaux 　de

　 circulation 　 de’1a　 monna 三e 　et　 de　 i’6pargne ．．．”，
　 art．　 cit6，　 p．　164．
  　個 々 の リフ ァ レ ン ス は略すが，フ ラ ン ス の 工 業生

　産 につ い て は三 つ の 代表的系列 （T ．J．　 MARKO −

　VITCH ，　F．　CROUZET ，　M ．　LEVY −LEBOYER ），

　 農 業 生 産 に つ い て は 二 つ の 代 表 的系列 （J． C，
　TOUTAIN ，　M ．　LEVY ・LEBOYER ）が発 表 され て

　 い る．
B7）　Banque　 de　 France，　 Compte　γendu 　annuel δ

　 」
’
αs58甥 わ娩 　¢ η 6γα〜ε，　1900，　 p．15．

鰌 　 そ の 背景 に は，1897年特権更 新法 に よ る フ ラ ン ス

　 銀 行 の 支 店網 拡 大 と そ の 後 の 営 業 政 策 の 変 更 （割 引

　に お いて 第三 番 目 の 著名の 代 わ Dに 農業倉荷 証券を

　担 保 と して受 け取 る こ とな ど）， お よび，1900年以降

　の 農業信用 金庫Cr6dit　agricole の 発達な ど に よっ で，
　農業県に お い て信用 撒布体制 が整備 されつ つ あっ た

　 こ と を指 摘 で きる．RAMON ，　 G．，　 Histoire　 de 瓰

　Iinnque
．
　 de　France，　Paris，　1929．　PD ．　413−417；

　ALDRICH ，　 op，　 cit．，　 pp，207 −20S；・GUESLIN ，　A ．，
　Les　o万9∫η召s　du　C7醒 甜　agrico 　le，　Nancy，．1978，
　pp．229−325；権上，前 掲論文 ，

　 pp．9！−101．
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187  年代一1914年 の フ ラ ン ス に お け る通貨流通 （中川）

結
董五

口口

　 以 上，地 方に お け る通貨流通 を検討 す る こ と で，第
一

次 大 戦 前 の フ ラ ン ス に お い て現 金通 貨 流通 量 が 巨額 にの

ぼ っ た こ と の 根 拠 と必 然性の
一

端 を明 らか に して きた が，

最後 に フ ラ ン ス の 金 融 ・信 用構造 との 関連 の も とに 二 ，

三 の 点を指摘 して結 語 と した い ．

　  通 貨政 策

　 金 貨流通量が 巨額で あ っ た の は ， 貴金属 志 向 とい う伝

統 的 精 神 構造 に よ り歴 史的 に 累 積 した ス トッ クが 大 で あ

っ た こ との ほ か に，金貨が 農村で も都市で も小 口 取 引 の

不可 決 の 決 済 手 段 とし て，90年 代 以 降，そ の 流通 量 増加

が 求め られて い た こ とを理 由 と して上げるこ とが で きる．

フ ラ ン ス 銀行 は額面50F以下の 銀行券を （事実上）発行

しなか っ た た め に，日常的取引に 用 い られ る金貨の 機能

を代 替 し うる決 済手段 が差 し当 り存 在 し なか っ た の で あ

る．こ の こ と は，中央 銀 行 の 正 貨 準 備 だ けで は な く， 何

より も流通過 程 に ある金貨の 量を増大 させ る こ とが ，一

国の 金 貨ス トッ クを高水 準 に 保つ （従 っ て，ロ ン ドン 金

融市場か らの 相対的独 立性 を確保 し，為替の 堅 調を維持

す る ）た め に は 最良の 策 とする通貨 当局 の 政策的配慮を

暗示 して い る ように 思 わ れ る．

　  農村 部 に お け る銀 行業 の 未発 達

　
一

方 ， 銀行券 流通量 が 巨 額 に の ぼ っ た の は，累積 流 通

残 高 が 大 で あ っ た うえ に ， 「大不 況」後 の 成長局 面 の 開始

に対して ，フ ラ ン ス の 通貨構造 が 都市 で も農村 で も銀行

券流 通量の 増加 を もっ て 応え た た め だ が，特 に20世紀初

頭 以 降は 農村部 に お け る 需要 の 増 大 が流 通量増加の 加速

化をもた ら した こ とは すで に 晃た とお りで ある．従 っ て

広 範 な農村 部 に お け る銀 行業 （ひ い て は預金通貨）の 発

達の 遅れ が 現金 通貨に よ る決 済シ ス テ ム を存続 させ，フ

ラ ン ス の 当時の 通貨構造 を規定 した とい えよう．

　  フ ラ ン ス 銀 行 の 通貨分 配機能の 柔軟性

　こ こ で，ひ とつ の 疑間が 生まれ る。1890年 代後 半 以 降．

大 預 金 銀行 は 活発 に 地 方支 店 設 立 を行 っ て い くが
，
で は ，

なぜ，か か る全国的支店網の 形成は フ ラ ン ス （特 に農村

部 〉に お け る預 奮 通 貨 （特 に 線 引 き小 切 手 ）の 発達 に 大

きく貢献しなか っ た の だ ろ うか．こ の 点 に関 して 史料 に

依炎した 歴史研 究 は存在 しな い が ，大む ね 次 の ように答

え る こ とが で きよう．イギリス にお い て は ， t“一ル 銀 行

法以来，現 金通貨 が相 対 的 に 不 足 す る とい う事情 の もと

に 小 切 手 に よる 即 時 の 決済方法 （＝現 金通貨 の 節約）が

発達 した が，フ ラ ン ス にお い て は ， 現 金 通 貨が 豊か に 存

在 す る とい う事情 を背景 に，商業手形に よる非即 時 の 決

済 方 法 が 相 対的に 重 要 な意義をもっ て い た．それ は，適

格手形 で あれ ば，安 定 的 な低 利子率 で割 引 く とい うフ ラ

ン ス 銀 行 の 再割引政 策に よ っ て，商業手形 に よる決済が

相対的 に 有利か つ 便利 な支 払 方法 とな り， その 発達 が促

され たか らで あ る．さ らに ，
フ ラ ン ス 銀行 は全国各地へ

の 現金逓貨の 分 配 ・供給 とい う機能を果 た して い た が，

同行 に 口 摩を有す る者が適 格手形 を呈示 した 場合 に は，

原則 として 望み の 通貨種類 （銀行券
・
金貨 ・銀貨）をも

っ て 支 払 を行 わ な け れ ば な らず，市場 の 要求 に 対 して は

受 け身で あっ た．巨額 の 正 貨準備を有 し， 全国各地 に支

店をもつ フ ラ ン ス 銀行の か か る現 金通貨 の 分 配 ・調 整機

能は 柔軟 性 に富 み ，
こ の か ぎ りで ， 現 金 通貨に纏わ る不

便 さ をか な O軽減 して い た．大預 金 銀 行 は か か る短期信

用 ・現金通貨 供給 シ ス テ ム （＝ 国民 的慣 習）の 大 い な る

享 受考で あ り，現 金 通 貨 節 約 へ の 意 欲 は 弱 か っ た た め に ，

た とえ全国的支店網 を形成 して も，こ の 現金通貨供給 シ

ヌ．テ ム を根底か ら覆す必要 も意志 もなか っ た と考え られ

よ う．

　　　　　　　　　　　　 （筆者 ・中央大学経済学部）
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